
開催場所

入場・参加無料
一部オンラインでも配信予定

プログラムの詳細はWEBサイトで! ぼうさいこくたい

開催日 10 19 20土 日

熊本城ホール、熊本市国際交流会館、花畑広場
10:30～18:00 10:30～15:30

主催：防災推進国民大会 2 0 2 4 実行委員会（内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議） 協力：熊本県・熊本市

ぼうさいこくたい
in　熊本2024

第9回防災推進国民大会

写真提供：熊本城総合事務所

復興への希望を、

熊本から全国へ

～伝えるば
い熊本！

がんばるば
い日本！～

※会場での観覧はできません。

視聴をご希望の方は
公式ＨＰをご覧ください

併催
イベント

創造的
復興見学ツアー＆

©2010 熊本県くまモン

詳細日程は
こちらから
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　防災推進国民大会（通称「ぼうさいこくたい」）は、

内閣府等が主催し、産学官民の関係者が日頃から

行っている防災活動を発表し、交流する日本最大

級の防災イベントです。

　平成28年から開催されており、今年で9 回目の

開催になります。

「BOSAI」の「B」とハートからデザインされ、
人と人とのつながりで「防災」を作り上げ、
安心安全な日常を願うというコンセプトで考
案されました。

ぼうさいこくたい
イメージキャラクター

Ｂちゃん

ぼうさいこくたいとは
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会場マップ
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サンロード新市街
Sunroad Shinshigai

銀座通り

城見町通り

Ginza Street

Shiromicho Street

熊本市役所

熊本市電

Kumamoto City Hall

Kumamoto City Tram

Shirakawa River
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Tsuboi River
坪井川
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3

熊本市国際交流会館熊本市国際交流会館

花畑広場花畑広場

熊本城ホール熊本城ホール

熊本駅
Kumamoto
Station

徒歩3分徒歩5分

徒歩1分

熊本城ホール

花畑広場国際交流会館

会場間移動時間

現地開催
プログラムは

3箇所の会場で
行われます

会場間は
移動がスムーズです
多くのプログラムに
ご参加ください

©2010熊本県くまモン
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熊本城ホール
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国際交流会館

花畑広場

会場マップ

S32～S35

ホール

ロビー

ロビー
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棟 会場 10:30-12:15 12:30-14:00 14:30-16:00 16:30-18:00

S01

オープニングセッション
内閣府

S02

ハイレベルセッション
テーマ「熊本地震とその後の復興と

災害への備え」
内閣府

S03

被災者を支援する民（みん）の力 
～平成28年熊本地震と 

令和2年7月豪雨に学ぶ～
熊本県

S04

熊本城～熊本地震からの 
復旧への歩み

熊本市

S07

多様な主体と連携した社協における 
災害支援の取り組み

全国社会福祉協議会

S08

災害伝承ミュージアム・セッション2024　
熊本8年、中越20年、阪神・淡路30年。

今描くヴィジョンの共有
阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター

S09

地区防災計画フォーラム①
熊本地震とその後の
地区防災計画づくり

内閣府・地区防災計画学会

S12

気象データはどう使う？
熊本県における東大先端研

ClimCORE の活動から紐解く気象
データの利活用と今後の課題
東京大学先端科学技術研究センター

S13

事業継続 (BC) 普及セミナー
特定非営利活動法人事業継続推進機構

S14

現場から考える実践的な
インクルーシブ防災

～インクルーシブ防災って？
現状は？ これからは？～
東北大学災害科学国際研究所

S17

全国防災関係人口ミートアップ
全国防災関係人口ミートアップ

S18

防災士による地域防災力の向上 
～行政および研究機関との 

連携強化の進め方～
日本学術会議土木工学・建築学委員会 IRDR

分科会、防災減災連携研究ハブ

S19

【防災 DX・AI・SNS】災害時の情報活
用における課題と可能性

AI 防災協議会

S22

被災者支援法制の構造転換 
（ガバメントからガバナンスへ）の試み

災害復興法理論研究会

S23

復興の視点からみた災害対応
－応急対策から復興まで－

 一般社団法人 地域安全学会 実務者企画委員会

S24

熊本地震から学ぶ～マンションに必要
な「大規模震災への対応と進め方」

マンション地震対応支援協会

S27

どうすれば私たちの
「レジリエンス」は向上するか？

 レジリエントライフプロジェクト

S28

SDGs に基づく食料支援と 
NPO・自治体・民間企業の連携モデル 

- 能登支援の経験を踏まえて
特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム

 

S29

「官民連携による被災者支援体制構築」
モデル事業 意見交換会

内閣府（「官民連携による被災者支援体制構築」
モデル事業）

S32

誰1人取り残されない多様な社会と
防災･災害支援のために

 KUMAMOTO KURASU

S33

防災教育の進歩と課題を考える
 防災教育学会

S34

防災減災音楽フェス・BGM スクエア 
vol.6 in ぼうさいこくたい 2024

防災減災音楽フェス・ 
BGM スクエア実行委員会

S36

熊本地震における被災者支援と 
居住支援

 熊本市居住支援協議会

S37

【討論】熊本から能登へ 
災害情報の進化と課題 

～戦略的イノベーションプログラム 
（ＳＩＰ）の取組みを踏まえて～ 

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

S38

知的障がい児／者を対象とした 
福祉避難所の開設に向けた活動と 

今後について
 リソース・ネット（東京都立調布特別支援学校） 

＆ちょうふ災害福祉ネットワーク

 

S39

いま、男女共同参画センターに 
求められる役割とは

 独立行政法人国立女性教育会館

S40

特別支援学校の災害対策を巡る 
現状と課題（第３弾）： 

学校の早期再開に向けて
 特別支援学校の災害対策を考える 

facebook グループ 

S41

変わりゆくコミュニティにおける 
インクルーシブ防災

創価学会インタナショナル

熊
本
城
ホ
ー
ル

熊
本
城
ホ
ー
ル

国
際
交
流
会
館

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
北

会
議
室
A
1

会
議
室
A
2

会
議
室
A
3

会
議
室
C
2

会
議
室
C
1

ホ
ー
ル

小
会
議
室（
洋
）

第
3
会
議
室

2
F

3
F

6
|
7
F

5
F

4
F

ライブ配信を行わないプログラムを含め、すべてのセッションの様子は後日ホームページにてアーカイブでご視聴いただけます。

このマークのあるプログラムはオンラインライブ配信します。詳細は WEB でご確認ください。

8

セッション

タイムスケジュール

10  19 土

※各プログラムの予約の有無や予約方法は WEB をご確認ください。



棟 会場 12:30-14:00 14:30-16:00 16:30-18:00

ST01

官と民とをつなぐ防災展示場
 防災 Gallery Osaka

ST05

「万人単位の犠牲者」への備えは大丈夫？ 
～東日本大震災の経験を踏まえて

NPO 法人災害時警友活動支援ネットワーク

ST09

能登半島地震支援を事例とした 
官民協働の子育て家庭支援 

認定 NPO 法人はままつ子育てネットワークぴっぴ

ST02

これまでの防災教育の取り組みと 
その成果につきまして
 NPO 法人防災 WEST

ST06

引火性の高い第四類危険物による火災や事故から人
命・財産を守る危険物保管庫と第四類危険物の管理

株式会社ワールドシェアセリング

ST10

学校・家庭・地域が連携した防災教育の実践
愛媛県四国中央市立寒川小学校

ST03

Think Together, Think BOUSAI!
明治学園高等学校

ST07

土木女子サークル EWA の取り組み紹介 
「楽しく防災を学ぼう」

西日本工業大学　EWA

ST11

未来へつなぐ環境と防災の教育
特定非営利活動法人 CESA

ST04

保育防災の重要性と発災後の役割について
一般社団法人保育の寺子屋

ST12

待ったなし！子どもも 大人も 楽しくそなえる防災 
X エンタテイメント 

ご近所 de BOSAI

ST13

みんなで実践‼︎こころといのちを守る 
縄文式健康法‼︎（手話付き）

 一般社団法人 80億RITAプロジェクト

ST17

一丸となって守った「ふるさと」 
～被災体験から気づいたこと～

社会医療法人ましき会　益城病院高齢者グループホームふるさと

ST21

被災地支援における人流データ活用： 
令和2年熊本豪雨・令和6能登半島地震の事例紹介 

株式会社 Agoop

ST14

災害用トイレトレーラー
ＪＰホームサプライ株式会社

ST18

ペットの被災対策について
クラーク株式会社

ST22

備災の重要性 ～災害への備えは日常から～
  株式会社 YASU PROJECT

ST15

SP（スペシャル）防災士育成プロジェクトについて
合志市防災士連絡協議会

ST19

ユース災害ボランティア基金
 一般社団法人 BOSAI Edulab

ST23

災害と向き合い、研究、行動する研究室 
～東京理科大学工学部建築学科高橋研究室～ 

東京理科大学 高橋研究室

ST16

防災 THE PRESS 
～インフルエンサーが発信する防災情報～

防災 THE PRESS

ST20

まるごと防災の取組
一般社団法人まるごと防災協議会

ST24

SNSから始まる×つながる防災
グローバル共和国

国
際
交
流
会
館

第
1
会
議
室

4
F

棟 会場 12:30-14:00 14:30-16:00 16:30-18:00

W01

最新の災害図上訓練 DIG を学ぼう： 
新旧地形図の比較から学ぶ 

九州の防災＋能登半島地震＋南海トラフ地震 
海ぼうずの会（「ふじのくにDIGセミナー」参加者の会）

W02

ESPER「企業版南海トラフ地震 
臨時情報勉強会検討グループ」

ESPER

W03

すごろくで遊んで学ぶ！ 
安政の南海トラフ地震

 減災古文書研究会

W06

防災専門図書館オリジナル 
「防災いろはかるた」で遊ぼう！学ぼう！

防災専門図書館 
（公益社団法人 全国市有物件災害共済会）

W07

災害想定ゲーム KIZUKI（特別支援学校編）
熊本県立第一高等学校

W08

お天気キャスターと一緒に学ぶ 
「ぼうさい教室」

 株式会社　南気象予報士事務所

W11

「あいたい！歌たい！」 
被災した地域を元気にする秘訣

岡田地区まちづくり推進協議会（倉敷市真備町）

 

W12

身近なもので楽しく 
防災ワークショップ（工作）

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟

W13

小規模な介護サービス事業所の防災を考える 
～地質学的な観点からこれからの 

災害発生の可能性を学ぼう 
熊本県地域密着型サービス連絡会

 

W16

東日本大震災・熊本地震・能登半島地震から 
教訓をつなぐ～南海トラフへの 
自助・共助・公助のありかた

東北大学減災教育【結】プロジェクト

W17

生成 AIと考える身の回り被害 0 プロジェクト！
～多様性社会での災害にどう備えるか～

応用地質株式会社

W18

防災分野へのドローン利用の最前線 
一般社団法人日本ドローンコンソーシアム

 

W21

学区に根差した防災啓発活動： 
子どもから大人へ伝える防災教育モデル

岡山大学教育学部自然地理学ゼミ 
（地域防災地図すごろくゲーム）

W22

「しぞ～か防災かるた大会 in 熊本（ぼうさいこ
くたい 2024）」に参加して、「しぞ～かの良さ」

と「防災の心得」を楽しく学びましょう！
しぞ～か防災かるた委員会

W23

全国学生防災シンポジウム 
in ぼうさいこくたい

静岡大学学生防災ネットワーク

W26

災害時における授乳アセスメント( 聞き取り）
を体験しよう

母と子の育児支援ネットワーク

W27

もしも、その時―。 
VERGE で体験する防災シミュレーション

若者防災協議会

W28

BOUSAI ゼミな～る in 熊本
BOUSAI ゼミな～る実行委員会
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棟 会場 10:30-12:00 12:30-14:00 14:30-15:30

S05

防災教育の推進 
～ DX 技術を活用した学びの深化

防災教育チャレンジプラン実行委員会

S06

これからの大規模水害対策について 
- 熊本水害の体験から-
公益財団法人　日本消防協会

S44

クロージング 
セッション

内閣府

S10

2016年熊本地震はどんな地震だった？ 
何が分かって、分かってないの？ 

専門家に根掘り葉掘り聞いてみよう
公益社団法人日本地震学会 

S11

熊本の震災復興から学ぶ 
くらし・すまい・まちの「よい復興」とは？

一般社団法人　日本損害保険協会

S15

地震本部 30年と火山本部の設立 
～地震本部の成果と課題。 

火山本部へどう活かすか？～
地震調査研究推進本部・火山調査研究推進本部／文部科学省  

S16

地区防災計画フォーラム② 
火山災害とコミュニティの防災活動

内閣府・地区防災計画学会

S20

災害教訓・伝承と 
地域防災・コミュニティ防災

特定非営利活動法人 日本防災士機構

S21

九州地区における災害支援団体と 
行政・社協とのネットワーク強化を探る
 特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア 

団体ネットワーク (KVOAD)

S25

九州発！自然災害の防災・減災から 
みんなにやさしい復旧まで 

～最新の情報通信技術を活用した対策最前線～
耐災害 ICT 研究協議会 

S26

地域共創流域治水とは
 流域治水を核とした復興を起点とする 

持続社会地域共創拠点

S30

災害に立ち向かう福祉 
～フェーズフリーな災害法制をつくるためのリレートーク～

 3.11 から未来の災害復興制度を提案する会

S31

災害伝承セッション 2024 
100年後の共感へ：未来の被災者の声

伝承セッション連絡協議会

 

S35

機動力を持つ料理人による能登での炊き出し実践 
～「災害時の食と栄養」の問題解決に資する 

フェーズフリーな食支援体制を考える～
食べる支援プロジェクト（たべぷろ） 

S42

「熊本から能登半島へ」ジェンダー視点の災害対応の今 
～地域防災女性リーダーの取組みから～

女性のエンパワメントで高める地域の
防災力リーダー育成事業実行団体ネットワーク  

S43

災害に備える防災から、女性のエンパワメントで 
「いつも=もしも」のフェーズフリーなまちづくりになるまで

特定非営利活動法人 U.grandma Japan
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セッション

タイムスケジュール

10:30-12:00 12:30-14:00 14:30-16:00 16:30-18:00

So1

福祉とペット活動
WPP グループ Japan Pet Press

 

So2

災害と先端技術 新災害支援スタイル 
－中の人も、外の人も－ 

一般社団法人 DroneAI 技術研究機構

 

So3

災害対応の現場に女性が参画する
ためのヒント～能登半島地震にお

ける経験から 

主催団体： 内閣府男女共同参画局  

So4

「地域防災×生成 AI」の 
未来像Ⅱ～地域防災の取組がさらに
進化し、継続できる仕組みの検討～ 

広島県  

So6

災害関連死ゼロを目指して 
～ダイバーシティの視点から～

特定非営利法人日本防災士会 
ダイバーシティ防災推進委員会  

So7

令和６年能登半島地震～被災地に
寄り添った医療支援とは？

公益社団法人日本医師会

 

So8

土地を知り、 
土砂災害・地盤災害に備える

（一社）防災学術連携体＋日本学術会議

 

10:30-12:00 12:30-14:00 14:30-16:00 16:30-18:00

So5

災害からの復旧・復興に向けた 
衛星画像の利用と課題

 一般社団法人 日本リモートセンシング学会

 

10  19 土

10  20 日

オンライン
セッション

オンライン
セッション

ライブ配信を行わないプログラムを含め、すべてのセッションの様子は後日ホームページにてアーカイブでご視聴いただけます。

このマークのあるプログラムはオンラインライブ配信します。詳細は WEB でご確認ください。
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10  20 日

※各プログラムの予約の有無や予約方法は WEB をご確認ください。



棟 会場 12:30-14:00 14:30-16:00 16:30 -18:00 棟 会場 18:15-19:45

OR1

ザブトン教授の防災教室  全国共済農業協同組合連合会

OR3

TBJ セッション① 12：30「個別避難計画の最前線～地域で、保健で、福祉で、学校で～」
TBJ セッション② 14：30 「能登半島地震・南海トラフ臨時情報と耐震化・まちづくり」
TBJ セッション③ 16：30「大災害時の自治体間連携 ～対口支援と女性派遣を中心に～」
TEAM 防災ジャパン

棟 会場 10:30-12:00 12:30-14:00

OR1

ザブトン教授の防災教室  全国共済農業協同組合連合会

OR2

令和6年度災害廃棄物対策推進シンポジウム 
「創造的復興の実現に向けた災害廃棄物対策のあり方について」 環境省  

棟 会場 10:30-12:00 12:30-14:00

W04

災害時にもウェルビーングな食事を 
～みんなで一緒にテーブルを囲んで～ 

ぼうさい芋煮会とイタリアに学ぶ“人間性”のまもり方
株式会社 NTT データ経営研究所 あったかぼうさいスーププロジェクト

W05

【なでしこ SAT チームから恐竜くんと一緒に学ぶ 
災害時の救出救護ワークショップ】
一般財団法人危機管理教育 & 演習センター

W09

新総合防災情報システム（SOBO-WEB）アイデアソン 2024
内閣府（防災デジタル・物資支援担当）

W10

ぼうさいこくたい子ども会議 2024
ぼうさいこくたい子ども会議連絡会

W14

げんさいカフェ in ぼうさいこくたい 
「地震による下水管の被害と修復を地下水質で診る」

名古屋大学　減災連携研究センター

W15

防災カードゲーム「ここは災対本部」

自治体防災教材開発グループ

W19

のとに未来をみる， 
支援者のためのつながるクロスロード

くまもとクロスロード研究会

W20

人の口から人の心に伝える 
－みんなの災害体験を100年後の人たちへ

 Team Sendai ＆ Sonae ‐ bu

W24

「自助・共助」、「多様な主体の連携」がハマる落とし穴、 
「防災力の向上」を目指して～新型コロナ感染症の流行で繰り返された

差別、人権侵害と、災害時の対応を考える～
一般社団法人日本災害医学会

W25

自分で作ろう！持出袋【イザもの】カードゲーム
Life+Life laboratory 

W29

地図からわかる熊本の自然災害と、 
地域に根ざしたハザードマップの作成

特定非営利活動法人地図で防災・まちづくりサポート

W30

これだけは知っておきたい　災害時の子ども支援 
「28の基準」（人道行動における子どもの保護の最低基準）

災害時に子どもを守る最低基準（CPMS）推進ネットワーク
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ワークショップ

棟 会場 10:30-12:00

ST25

島原大変肥後迷惑による 
津波被害 ～実態把握、 

効果的な伝承方法の開発、 
科学的特性～

 熊本県立宇土中学校・ 
宇土高等学校

ST26

衛星マルチセンシングデータ 
統合技術の研究開発

災害情報の広域かつ瞬時把握・ 
共有研究開発チーム

ST27

「もやいすとシニア育成」の 
取り組み

熊本県立大学　共通教育センター

ST28

教訓は未来の力： 
防災を「じぶんごと」に

特定非営利活動法人難民を 
助ける会（AAR Japan）

ST29

自律分散型インフラ 
ソリューションによる 

災害対策の刷新

 株式会社 SAKIGAKE JAPAN
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特別開催

内閣府・TEAM 防災ジャパン
連携「大交流会」



プログラム

オープニングセッション

19土10:30 - 12:15 熊 シビックホール北S01

12

セッション

・関係者挨拶
　内閣府、日本赤十字社、熊本県、熊本市
・出し物　
　くまモン、熊本城おもてなし武将隊
・基調講演
　有浦　隆　元熊本県危機管理防災企画監
　「熊本地震を振り返って―熊本地震までの準備と対応の教訓」

主催団体： 内閣府

一般向け

被災者を支援する民（みん）の力
～平成28年熊本地震と令和2年7月豪雨に学ぶ～

19土14:30 - 16:00S03 熊 シビックホール北

平成28年熊本地震と令和2年7月豪雨で被害を受けた熊本県。地震と豪雨の経験・
教訓を今後発生する大規模災害に活かし、後世につなぐために災害発生当時に様々
な場面で活躍した方々を集め、当時の状況を語っていただきます。跡見学園女子大
学の鍵屋一教授を座長に、「共助・自主避難所」「医療」「報道」「福祉」をキーワー
ドとして4名のパネラーが登壇し、将来の世代に教訓をどう伝えていくかディスカッ
ションを行います。

主催団体： 熊本県

一般向け

鍵屋　一（跡見学園女子大学　教授）、吉村　靜
代（NPO法人益城だいすきプロジェクト・きま
まに代表）、皆吉　秀太（医療法人社団明佑会　
法人事務局長）、武田　真一（フリーアナウン
サー）、石本　淳也（熊本県介護福祉士会会長）

熊本城～熊本地震からの復旧への歩み

19土16:30 - 18:00S04 熊 シビックホール北

平成28年熊本地震で被災した熊本城の復旧の歩み、これからの熊本城の復旧・見
どころについて　

主催団体： 熊本市

一般向け

濵田　清美（熊本市文化市民局熊本城総合事務所　所長）、津曲　俊博（熊本市文化市民局熊
本城総合事務所　熊本城災害復旧相談役）、金城　知広（大林組・大鉄工業・TSUCHIYA共同
企業体　万博ＰＷ北東ＪＶ工事事務所　副所長）、塚川　譲（株式会社　日本設計　上席主管）、
網田　龍生（熊本市文化市民局熊本城調査研究センター　所長）

ハイレベルセッション
テーマ「熊本地震とその後の復興と災害への備え」

19土12:30 - 14:00S02 熊 シビックホール北

　今年は、熊本地震から８年目、令和２年７月豪雨から４年目の年に当たります。
　熊本におけるこれまでの大災害の経験は、教訓として受け継がれ、国・自治体に
おける防災体制の強化に活かされるとともに、地域コミュニティ、企業、ボランティア
をはじめとする多様な主体の連携による自助・共助の重要性が改めて認識されました。
　本年１月に発生した令和６年能登半島地震は、石川県能登地方を中心として各地に
甚大な被害をもたらし、熊本地震以来の大規模な地震災害となりました。被災地では、
長期化する避難生活への支援、応急的な住まいの確保、生業（なりわい）再生への支援等、
熊本をはじめ、これまでの各地域での災害対応の経験が活かされています。
　本セッションでは、これらの災害について振り返っていただくとともに、災害を
教訓とした防災の取組、「創造的復興」の取組を熊本の地から全国に発信すること
によって、国民一人ひとりのさらなる防災意識の向上や、激甚化・頻発化する災害
に対する備えにつなげていきたいと考えています。

主催団体： 内閣府

一般向け

中川　和之（時事通信社客員解説委員　※司会）、蒲島　郁夫（前熊本県知事）、高田　晋（元
熊本副市長（熊本都市バス株式会社　代表取締役社長））、竹内　裕希子（熊本大学大学院先
端科学研究部教授）、樋口　務（特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体ネットワー
ク／代表理事）、浦野　愛（特定非営利活動法人レスキューストックヤード常務理事）

清家　篤（防災推進協議会会長・防災推進国民会議議長　日本赤
十字社社長）、木村　敬（熊本県知事）、大西　一史（熊本市長）

災害伝承ミュージアム・セッション 2024　熊本 8年、
中越20年、阪神・淡路30年。今描くヴィジョンの共有

19土 14:30 - 16:00S08 熊 3F 会議室 A1

熊本地震から8年。現地では複数の遺構・伝承施設の整備が進んできました。また
この時期は、新潟県中越地震から20年、そして阪神・淡路大震災30年を目前とす
る時でもあります。これらの災害にまつわる伝承施設の事例を通じ、災害伝承の現
場の現在の姿を捉えます。

主催団体： 阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センター

専門向け（学術界）｜一般向け

諸橋 和行（公益社団法人中越防災安全推進機構　事務局長・業務執行理事）、久保 尭之（熊
本地震震災ミュージアムKIOKU 　統括ディレクター）、豊田 卓子（熊本地震震災ミュージアム
KIOKU 語り部ガイド）、松村 嘉奈子（阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター事業部運
営課　誘客・運営業務担当）、河田 惠昭（阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター　センター
長）、林 勲男（国立民族学博物館 名誉教授、人と防災未来センター資料室 震災資料研究主幹）

防災教育の推進～ DX 技術を活用した学びの深化

20 日10:30 - 12:00S05 熊 シビックホール北

『防災教育の推進～ DX技術を活用した学びの深化』をテーマとし、DX技術を活用
しながら防災教育の実践を行っている熊本県内の企業・教育委員会より事例発表を
していただきます。その後、トークセッションとしてDX技術を活用した防災教育
の実践方法や、DX技術の活用にあたっての課題、他地域・組織への展開の糸口な
どについて防災教育の専門家を交えて意見交換を行います。

主催団体： 防災教育チャレンジプラン実行委員会

一般向け｜学生向け

前田 優（株式会社リリーフ（アネシスグループ）代表取締役）、木下 裕之（株式会社アネシス 
経営戦略本部 DX推進グループ 部長）、村上 陽明（熊本市教育委員会 健康教育課 学校安全班 
指導主事）、木村 玲欧（兵庫県立大学環境人間学部・大学院環境人間学研究科 教授、内閣府：
防災教育チャレンジプラン実行委員会 委員長）、木下 史子（文部科学省 総合教育政策局 男女
共同参画共生社会学習・安全課 安全教育調査官）、舩木 伸江（神戸学院大学 現代社会学部社
会防災学科 教授）

多様な主体と連携した社協における災害支援の取り組み

19土 12:30 - 14:00S07 熊 3F 会議室 A1

災害時に、社協が災害VCを設置・運営することが一般化してきていますが、災害
VCの運営を、社協職員のみで継続することは難しく、地域のさまざまな組織、企
業等の協力が欠かせません。そこで、昨今の被災地において、災害VCの運営に、
企業や団体がどのように協力しているのかを知り、企業や団体とのこれまで以上の
連携促進を図るための一助とすべくセッションを実施します。

主催団体： 全国社会福祉協議会

企業向け｜一般向け

杉村 郁雄（中央共同募金会（災害ボランティア活動支援プロジェクト会議　事務局））、諸留 逸（ト
ヨタ自動車株式会社　社会貢献推進部　プログラム推進室　モビリティフォーオールG・グループ
長）、前田　昌宏（日本生活協同組合連合会　組織推進本部　社会・地域活動推進部　地域コミュ
ニティグループマネージャー）、中本 泰一郎（（公社）日本青年会議所　国土強靭化委員会　委
員長）、萬屋　隆太郎（一般社団法人 日本経済団体連合会 ソーシャル・コミュニケーション本部）、
河邉　裕子（全国社会福祉協議会　全国ボランティア・市民活動振興センター　副部長）

これからの大規模水害対策について
- 熊本水害の体験から -

20 日12:30 - 14:00S06

地球環境の変化を背景とするさまざまな大規模災害が発生しており、国民の安全を
守り抜く防災対策が益々重要となっている。2024年の熊本大会は、そのような問
題意識のもとに、多方面からの協議、様々な発表を行うこととしているが、日本消
防協会が行うシンポジウムは、熊本水害の体験を振り返りながら、今後の大規模水
害対策のあり方について協議を行うこととする。

主催団体： 公益財団法人　日本消防協会

自治体向け｜一般向け

橋本　誠也／はしもと　せいや（熊本県知事公室危機管理監）、松岡　隼人／まつおか　はや
と（人吉市長）、小谷　敦／おだに　あつし（総務省消防庁国民保護・防災部長）、竹内裕希
子／たけうち　ゆきこ（熊本大学大学院先端科学研究部・教授）、宮本　光治郎／みやもと　
みつじろう（八代市消防団 坂本方面隊　副隊長）、秋本　敏文／あきもと　としふみ（公益財
団法人日本消防協会会長）

熊 シビックホール北

※各プログラムの予約の有無や予約方法、詳しい内容は WEB をご確認ください。
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地区防災計画フォーラム①
熊本地震とその後の地区防災計画づくり

19土16:30 - 18:00S09

地区防災計画は、災害対策基本法に規定された住民や企業等が主体となって自発的
に作成するコミュニティの防災計画です。本フォーラムは、内閣府防災担当及び地
区防災計画学会が連携して開催するものであり、熊本地震とその後の被災経験を受
けて、各地の地区防災計画づくりの事例を踏まえて、関係者が議論を行います。

主催団体： 内閣府・地区防災計画学会

自治体向け｜一般向け

坊農豊彦（地区防災計画学会理事・事務局次長（大阪公立大学UReC客員研究員））、矢守克也（京
都大学防災研究所教授・地区防災計画学会会長）、加藤孝明（東京大学生産技術研究所教授／
社会科学研究所特任教授）、尾方義人（九州大学芸術工学研究院未来共生デザイン部門教授）、
阪本真由美（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科教授）、竹内裕希子（熊本大学大学院先
端科学研究部教授）、西澤雅道（内閣府防災担当企画官（元　福岡大学法学部准教授））

熊 3F 会議室 A1

熊本の震災復興から学ぶ
くらし・すまい・まちの「よい復興」とは？

20 日12:30 - 14:00S11

１．基調講演「事前復興にも活かされる　熊本地震でのくらし・すまい・まちの回復」
＜講師＞市古 太郎氏（東京都立大学教授）
２．トークセッション「教えて！市古先生」
＜登壇者＞武田 真一氏（フリーアナウンサー／元ＮＨＫキャスター）、村上 美香氏

（フリーアナウンサー／元熊本県民テレビアナウンサー）、市古 太郎氏（東京都立
大学教授）＜進行＞永島 由菜氏（熊本県民テレビアナウンサー）

主催団体： 一般社団法人　日本損害保険協会

一般向け

市古太郎（東京都立大学 都市環境学部 都市政策科学科教授）、武田真一（フリーアナウンサー
／元NHKキャスター）、村上 美香（フリーアナウンサー／元熊本県民テレビアナウンサー）、
永島 由菜（熊本県民テレビアナウンサー）

熊 3F 会議室 A1

気象データはどう使う？熊本県における東大先端研 ClimCORE
の活動から紐解く気象データの利活用と今後の課題

19土12:30 - 14:00S12

東京大学と包括連携協定を結ぶ熊本県では、気象庁からの技術的支援を受け行政向
けの豪雨対応訓練のシナリオに気象災害に過去の大気の状況を精度よく再現する

「気象再解析データ」を取り入れている。本セッションでは、今回の訓練に含まれ
ていなかった、障害のある人や様々な年齢層の人々など、多様な主体の対話の場を
設定し、豪雨対応訓練の高度化や適切な避難判断の材料提供に向けたより幅広い気
象データの活用について考える。

主催団体： 東京大学先端科学技術研究センター

自治体向け｜一般向け

隈 健一（東京大学先端科学技術研究センター　シニアプログラムアドバイザー）、和田 大志
（熊本県危機管理防災課・主幹）、松清 あゆみ（東京大学先端科学技術研究センター 社会包摂
システム分野 特任助教・理学療法士）、新村ちなみ（熊本県立人吉高等学校五木分校　教頭）、
早田 蛍（NPO法人防災WEST　副理事長　気象予報士（気象防災アドバイザー））、大津山 堅
介（東京大学先端科学技術研究センター　減災まちづくり分野　特任講師）

熊 3F 会議室 A2

地震本部 30年と火山本部の設立
～地震本部の成果と課題。火山本部へどう活かすか？～

20 日10:30 - 12:00S15

地震調査研究推進本部が設置されてから来年で30年になります。また、今年４月、
新たに火山調査研究推進本部が設置されました。
このセッションでは、この30年間の地震本部の取組による成果と課題を振り返り、
また、それも踏まえ、今後、地震本部や今年設置されたばかりの火山本部では、ど
のようなことに取り組んでいけば良いのか考えていきます。

主催団体： 地震調査研究推進本部・火山調査研究推進本部／文部科学省

自治体向け｜一般向け

平田　直（国立大学法人東京大学名誉教授 / 地震調査研究推進本部地震調査委員会委員長）、清
水　洋（国立研究開発法人防災科学技術研究所火山研究推進センター長、国立大学法人九州大
学名誉教授 / 火山調査研究推進本部火山調査委員会委員長）、所澤　新一郎（共同通信編集局気
象・災害取材チーム長）、久利　美和（文部科学省研究開発局地震火山防災研究課測地学専門官）

熊 3F 会議室 A2

地区防災計画フォーラム②
火山災害とコミュニティの防災活動

20 日12:30 - 14:00S16 自治体向け｜一般向け

今年は、1914年の桜島の大正噴火から110年、1991年の雲仙普賢岳の火砕流によ
る被害から33年に当たり、これらの災害で被災した鹿児島県垂水市や長崎県島原
市では、地区防災計画づくりが推進される等九州では、火山災害の教訓を踏まえた
コミュニティの防災活動が注目を集めているところです。そのような動きを踏まえ、
九州で初めて開催されるぼうさいこくたいにおいて、火山災害と自助・共助による
コミュニティの防災活動に関するセッションを設け、有識者や行政関係者による議
論を行います。

主催団体： 内閣府・地区防災計画学会

坊農豊彦（地区防災計画学会理事・事務局次長（大阪公立大学UReC客員研究員））、中川和之
（時事通信社客員解説委員）、矢守克也（京都大学防災研究所教授・地区防災計画学会会長）、阪
本真由美（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科教授）、杉本伸一（雲仙岳災害記念館館長）、
久利美和（文部科学省研究開発局地震火山防災研究課測地学専門官）、波多江聡（垂水市役所総
務課安心安全係 危機管理監）、五十嵐洋輔（内閣府防災担当企画官（調査・企画担当））

熊 3F 会議室 A2

現場から考える実践的なインクルーシブ防災
～インクルーシブ防災って？　現状は？　これからは？～

19土16:30 - 18:00S14

基調講演：同志社大学・立木茂雄教授，パネルディスカッション：東北大学災害科学国
際研究所・栗山進一所長（コーディネーター），同・佐藤健教授（地域防災），DPI(障
害者インターナショナル)日本会議・議長・平野みどり氏（身体障害，当事者/支援者），
おがた小児科・内科・緒方健一氏（医療的ケア児，支援者），椎太信氏（LGBTQ+，
当事者），別府市・村野淳子氏（防災福祉行政，支援者）．総合司会：佐藤翔輔准教授

主催団体： 東北大学災害科学国際研究所

自治体向け｜一般向け

立木茂雄（基調講演／同志社大学社会学部・教授）、栗山進一（コーディネーター／東北大学
災害科学国際研究所・所長）、佐藤健（パネラー，地域防災／東北大学災害科学国際研究所・
教授）、平野みどり（パネラー，身体障害，当事者/支援者）、緒方健一（パネラー，医療的ケア児，
支援者／おがた小児科・内科医院・院長）、椎太信（パネラー，LGBTQ+，当事者）、村野淳子（パ
ネラー，防災福祉行政，支援者／別府市企画戦略部政策企画課防災総合連携官）、佐藤翔輔（総
合司会／東北大学災害科学国際研究所・准教授）

熊 3F 会議室 A2

2016年熊本地震はどんな地震だった？　何が分かって、
分かってないの？　専門家に根掘り葉掘り聞いてみよう

20 日10:30 - 12:00S10

2016年熊本地震の調査研究の成果を、地震、活断層、火山の専門家に問うセッション
です。解説動画を、参加申し込み者に事前に配信して質問を受けつけ、当日はその回
答を中心に行います。地震は九州大学の松本聡教授、活断層は名古屋大学の鈴木康弘
教授、火山は京都大学の大倉敬宏教授が担当。当日は、熊本大学の竹内裕希子教授が
分からないところを根掘り葉掘り聞き、会場の皆さんからの質問も受けつけます。

主催団体： 公益社団法人日本地震学会

自治体向け｜一般向け

松本　聡（九州大学附属地震火山観測研究センター長・
教授）、鈴木　康弘（名古屋大学減災連携研究センター
教授）、大倉　敬宏（京都大学火山研究センター教授）、
竹内　裕希子（熊本大学教授）

熊 3F 会議室 A1

事業継続 (BC) 普及セミナー

19土14:30 - 16:00S13

「令和6年能登半島地震」においては事業継続・レジリエンスや地域社会において
多岐にわたる課題が見えてきました。熊本地震において企業の事業継続の取り組み
事例を共有し、今後、起こりうる災害に対して、現在のBCPが機能するかをこれか
らの事業継続に必要な要素を整理します。

主催団体： 特定非営利活動法人事業継続推進機構

企業向け｜自治体向け熊 3F 会議室 A2

金七  聖子氏（松波酒造株式会社）、木之内　均氏（東海大学　九州キャンパス長）、吉本　
隆徳氏（重光産業 株式会社　専務取締役）、丸谷 浩明氏（東北大学　災害科学国際研究所　
教授（協力団体））

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

P18

ス
テ
ー
ジ
発
表  

P34

ブ
ー
ス
展
示 

P21

ポ
ス
タ
ー
展
示  

P26

オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画  

P35

屋
外
展
示

P31 

セ
ッ
シ
ョ
ン

P12

S

W

B

P

O

ST

OR



プログラム

九州地区における災害支援団体と行政・社協との
ネットワーク強化を探る

20 日12:30 - 14:00S21

14

全国防災関係人口ミートアップ

19土12:30 - 14:00S17

約6,000人の公務員のプラットフォーム「オンライン市役所」の防災をテーマに活
動する有志たちが、「立場や地域を超えた顔の見える関係づくり」をミッションに、
毎週月曜日に配信してる大人気オンラインコンテンツ「全国防災関係人口ミート
アップ」を、「ぼうさいこくたい2024」の会場で再現。当日集まった皆さんとフィッ
シュボウル形式で対話を行い、防災をアップデートします！

主催団体： 全国防災関係人口ミートアップ

自治体向け｜一般向け熊 3F 会議室 A3

登壇者は当日集まった皆さま。立場や地域が多様なステークホルダーが「フィッシュボウル形式」
で対話を重ねるオープンガバナンスな参加型セッションです。

防災士による地域防災力の向上
～行政および研究機関との連携強化の進め方～

19土14:30 - 16:00S18

能登半島地震からも明白であるが、地域防災力の向上は、依然として重要な課題で
ある。被災地では応急復旧の手が足りないという声がある。全国に28万人以上い
る防災士は、防災の知識やマインドを備えた人材であり、防災の知識や経験、手法
を紹介するファシリテータとしての役割も期待されている。防災士、行政、研究者
それぞれのコミュニティから、地域防災力の向上のために行いうるアクションを議
論し今後の展望を明らかにする。

主催団体： 日本学術会議土木工学・建築学委員会 IRDR 分科会、防災減災連携研究ハブ

自治体向け｜一般向け熊 3F 会議室 A3

寶　馨／たから　かおる（防災科学技術研究所理事長、京都大学名誉教授）、室﨑　益輝／むろさ
き　よしてる（神戸大学名誉教授、日本防災士会理事長）、竹内　裕希子／たけうち　ゆきこ（熊
本大学大学院先端科学研究部　教授）、藤村　文子／ふじむら　あやこ（人吉市役所　健康福祉部　
高齢者支援課　主席）、名取　直美／なとり　なおみ（株式会社富士通総研　行政経営グループ　
チーフシニアコンサルタント（兼）株式会社富士通総研　公共政策研究センター　上級研究員）、臼
田　裕一郎／うすだ　ゆういちろう（防災科学技術研究所　総合防災情報センター長、日本学術会
議連携会員）、小野　裕一／おの　ゆういち（東北大学災害科学国際研究所　副研究所長　教授）

災害教訓・伝承と地域防災・コミュニティ防災

20 日10:30 - 12:00S20

「能登と日向灘に学ぶ大規模地震対策」をテーマに名古屋大学名誉教授福和伸夫先
生から講演いただき、事例発表では、能登半島地震及び熊本地震、令和2年7月豪
雨での防災士の活動を事例発表し、現地での（当時）活動及び課題をセッションに
て討議をすることで、今後の災害にいかに備え、伝承していくかを検討する。

主催団体： 特定非営利活動法人 日本防災士機構

専門向け（学術界）｜自治体向け熊 3F 会議室 A3

室﨑益輝（神戸大学名誉教授、日本防災士会理事長）、
福和伸夫（名古屋大学名誉教授、あいち・なごや強靱
化共創センター長）、正谷絵美（法政大学兼任講師）、
高智穂さくら（NPO法人ソナエトコ 理事）

【防災 DX・AI・SNS】
災害時の情報活用における課題と可能性

19土16:30 - 18:00S19

能登半島地震などで見えてきた情報活用の課題を深掘り。
AI技術やSNS等を最大限に活かした災害時の情報活用のあり方、発災時と生活再建
に必要な情報の違い、正しい行動変容を促す情報伝達、フェイクの見極めなど、法
律、メディア、学術、企業それぞれの視点から、参加者全員で知見を共有し、今後
の防災に繋がる議論を展開します。

【ポイント】
情報共有・活用の課題と可能性／法律の現状と課題／多様な専門家と交流

主催団体： AI 防災協議会

企業向け｜自治体向け熊 3F 会議室 A3

臼田 裕一郎（AI防災協議会　理事長）、岡本 正（銀座パートナーズ法律事務所　代表弁護士）、村
上 建治郎（株式会社Spectee　代表取締役 CEO）、藤井 大輔（株式会社JX通信社　営業企画部
長 兼 公共戦略部長）、松本 誠子（株式会社ウェザーニューズ　陸上気象事業部）、小山 真紀（岐阜
大学高等研究院環境社会共生体研究センター　准教授）、籔内 潤也（日本放送協会　報道局機動
展開プロジェクト ニュースデスク）、加藤 未帆（損害保険ジャパン株式会社　官公庁・広域マーケッ
ト開発支援部）

九州の経済圏で被災者支援を行う仕組みを作るために九州地区の災害中間支援組織
間が連携し、災害対応を行う行政・社会福祉協議会・全国規模の災害支援団体間と
の平時からの体制構築・情報共有のきっかけづくりを行います。

主催団体： 特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体ネットワーク (KVOAD)

自治体向け｜一般向け

明城　徹也（特定非営利活動法人（認定NPO法人）全国災害ボランティア支援団体ネットワーク 
（JVOAD）/事務局長）、平川　文（災害支援ふくおか広域ネットワーク（Fネット）/理事）、山田　
健一郎（一般社団法人佐賀災害支援プラットフォーム（SPF）/共同代表）、山本　倫子（特定非営
利活動法人Ｆｉｎｅネットワークながさき/代表理事）、川口　和博（社会福祉法人熊本県社会福祉
協議会/地域福祉部長）、山下　茎三（特定非営利活動法人おおいたＮＰＯデザインセンター/代表
理事）、宮道　喜一（一般社団法人災害プラットフォームおきなわ（DMPO）/理事）

熊 3F 会議室 A3

被災者支援法制の構造転換
（ガバメントからガバナンスへ）の試み

19土12:30 - 14:00S22 専門向け（学術界）｜自治体向け

本セッションは、従来の災害対応が行政中心のガバメント的な法制度（これまでの災
害法制の特徴とも言える）によるガバメント的な災害対応となっていたことから、本来、
行政と民間機関や地域（具体的には、被災者支援団体・民間業者、地域における自主
防災組織など）との協働によるガバナンス的な被災者支援がとられるべき領域におい
て、十分な被災者支援ができていなかったという認識を出発点としています。

主催団体： 災害復興法理論研究会

山崎　栄一(関西大学社会安全学部　教授）、菅野　拓（大阪公立大学大学院文学研究科　准教授）、
板倉　陽一郎（ひかり総合法律事務所　弁護士）、飯　考行（専修大学法学部　教授）、青田　良介（兵
庫県立大学大学院減災復興政策研究科　教授）、岡田　博史（関西学院大学法学部　教授）、岡本　
正（銀座パートナーズ法律事務所　弁護士）

熊 3F 会議室 C2

復興の視点からみた災害対応
－応急対策から復興まで－

19土14:30-16:00S23

大規模災害においては、様々な団体が災害対応、被災地支援にあたりますが、目の
前の課題対応に精いっぱいであることがほとんどです。しかし、緊急対処、応急対
策においてもその後を見据えた対応ができれば、よりスムーズに復旧・復興につな
がっていくのではないでしょうか。
今回は、平成２８年熊本地震について、その発災から復興に至るまでの一連の時間
軸を意識した防災のあり方について実務者、研究者で議論を深めます。

主催団体： 一般社団法人 地域安全学会 実務者企画委員会

専門向け（学術界）｜自治体向け

大塚 和典（Bosai Tech 株式会社　代表取締役）、奥村 敬介（益城町復興整備課まちづくり推進室　
主査／熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 学外研究員（熊本大学工学部地域防災研
究室））、三家本 勝志（熊本県　危機管理防災特別顧問）、阪本 真由美（兵庫県立大学大学院減災
復興政策研究科　教授）、小山 真紀（岐阜大学高等研究院環境社会共生体研究センター　准教授）、
古橋 勝也（京都府危機管理監付　企画参事）　　　　

熊 3F 会議室 C2

熊本地震から学ぶ～マンションに必要な
「大規模震災への対応と進め方」

19土16:30 - 18:00S24 一般向け

大規模震災時にマンションに必要な対応ができるようになる。被災地の実践ノウハ
ウが活かされた「マンション地震対応箱」と活用法を紹介。

主催団体： マンション地震対応支援協会

堀　邦夫（マンション地震対応支援協会（会長）　特定非営利活動法人熊本県マンション管理組合
連合会（会長））、古賀　一八（マンション地震対応支援協会（特別技術顧問）　元福岡大学教授）、
稲田　雅嘉（マンション地震対応支援協会（副会長）　特定非営利活動法人熊本県マンション管理
組合連合会（副会長））、高濱　義夫（マンション地震対応支援協会　特定非営利活動法人熊本県
マンション管理組合連合会（副会長））、奥田　建蔵（マンション地震対応支援協会（副会長））、古
川　七惠（特定非営利活動法人熊本県マンション管理組合連合会）、伊藤　朋子（認定NPO法人　
かながわ311ネットワーク代表）、久保井　千勢（みなとBOUSAI女子会（代表））

熊 3F 会議室 C2

※各プログラムの予約の有無や予約方法、詳しい内容は WEB をご確認ください。
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災害伝承セッション 2024
100年後の共感へ：未来の被災者の声

20 日12:30 - 14:00S31

15

九州発！自然災害の防災・減災からみんなにやさしい復旧
まで　～最新の情報通信技術を活用した対策最前線～

20 日10:30 - 12:00S25

テーマ①自然災害対策の最前線、テーマ②みんなにやさいしいICTを活用した防災・
減災・復旧への対応　登壇者の発表に対し、耐災害ICTが実際に利用される観点で
司会進行がQ＆Aを実施、感想と今後の期待をまとめます。

主催団体： 耐災害 ICT 研究協議会

自治体向け｜一般向け

奥村 奈津美（一般社団法人 防災住宅研究所 理事、防災アナウンサー、環境省アンバサダー）、西
村 竜一（国立研究開発法人情報通信研究機構 ネットワーク研究所 レジリエントICT研究センター 
サステナブルICTシステム研究室　研究マネージャー）、ゲルスタ ユリア（東北大学災害科学国際研
究所　災害文化アーカイブ研究分野・インクルーシブ防災学分野・防災コミュニケーション学分野　
准教授）、読谷山 洋司（延岡市長）

熊 3F 会議室 C2

どうすれば私たちの「レジリエンス」は向上するか？

19土12:30 - 14:00S27

自然災害を含むあらゆる「困難」に対処、適応し、より豊かな生活（＝レジリエン
トライフ）を目指す上で具体的にどのような取組が有効なのか？また何を意識して
生活していくことが必要なのか？を実例を交えて解説、議論していきます。

主催団体： レジリエントライフプロジェクト

企業向け｜自治体向け

林　春男（京都大学　名誉教授／ I-レジリエンス株式会社　顧問）、小林　誠（I-レジリエンス株式
会社　代表取締役　社長）、吉田　啓一（株式会社博報堂　投資型ビジネス推進部　部長 / マーケッ
トデザインコンサルタント）、古市　佐絵子（株式会社三菱総合研究所　主任研究員）、村田　勝則

（タイガー魔法瓶株式会　「魔法のかまどごはん」プロジェクトリーダー）、龍田　博之（日本製紙グ
ループ／日本紙通商株式会社　経営管理本部　経営企画部　部長代理）、山下　梓（株式会社博
報堂　イノベーションプラナー）、安田　健志（LINEヤフー株式会社　サステナビリティ推進統括本
部　CSR本部　災害支援推進部　部長）、針原　陽子（読売新聞東京本社　「防災ニッポン」編集長）、
高栁　秀平（株式会社博報堂　ビジネスプロデューサー）

熊 3F 会議室 C1

「官民連携による被災者支援体制構築」
モデル事業 意見交換会

19土16:30 - 18:00S29

「官民連携による被災者支援体制構築」モデル事業に取り組む１５府県の担当者等が
集まり、官民連携の体制構築・強化の方策について話し合います。

主催団体： 内閣府（「官民連携による被災者支援体制構築」モデル事業）

専門向け（学術界）｜自治体向け熊 3F 会議室 C1

モデル事業参加自治体担当者（岩手県、福島県、千葉県、神奈川県、長野県、静岡県、愛知県、
三重県、大阪府、奈良県、徳島県、香川県、高知県、佐賀県、熊本県）

災害伝承に取り組む各地の若者が、伝承のリアルな問いを共有し語り合います。今
年は阪神地域から2団体、宮城から1団体、そして熊本地震の災害伝承に取り組む
団体から登壇。登壇者は全員10-20代の若者。被災地と世代をつなぐことばを探し、
重ねます。

主催団体： 伝承セッション連絡協議会

一般向け｜学生向け

橋村さくら（東海大学農学部卒業生）、阿部任（公益社団法人3.11メモリアルネットワーク　語
り部）、武部紗季（神戸常盤女子高等学校2年生。あすパユース震災語り部隊メンバー。）、城田
快（あすパユース震災語り部隊メンバー。灘高校2年生。）、石田瞳（関西大学社会学部メディア
専攻4年/1.17希望の架け橋 共同代表）、高原耕平（国土技術政策総合研究所　任期付研究官
／人と防災未来センター　リサーチフェロー）

熊 3F 会議室 C1

災害に立ち向かう福祉
～フェーズフリーな災害法制をつくるためのリレートーク～

20 日10:30 - 12:00S30

今後起こりうる災害の備えとして、誰一人取り残されないように支援が行き届くた
めに、福祉の視点から被災者支援制度について考える。これまで全国の支援現場で
活動している、災害分野や福祉分野における様々なセクターの実践者と現状・課題・
今後についてリレートーク形式でディスカッションを行う。

主催団体： 3.11 から未来の災害復興制度を提案する会

企業向け｜自治体向け

阿部知幸（3.11から未来の災害復興制度を提案する会　代表）、菅野拓（大阪公立大学大学院文
学研究科　准教授）、羽村龍（輪島市役所福祉課　主幹）、駒井公（全国社会福祉協議会　全国
ボランティア・市民活動振興センター）、浦野愛（認定NPO法人レスキューストックヤード 常務理事）

熊 3F 会議室 C1

誰1人取り残されない多様な社会と防災･災害支援のために

19土12:30 - 14:00S32 一般向け｜学生向け

外国人住民に焦点を当てた防災啓発の取り組みを紹介するとともに、①外国人住民
と一緒に考える防災･災害シンポジウム、②外国人コミュニティとのネットワーク
周知、③熊本県「在住外国人防災視察研修（震災ミュージアム見学ツアー）」の紹介。

主催団体： KUMAMOTO KURASU

勝谷知美（一般財団法人熊本市国際交流振興事業団 事務局長）、尾道一幸（熊本YMCA学院日
本語科校長）、邱桂芬（翻訳･通訳者、台湾華語語学講師、台湾人向け情報提供サイト運営メンバー）、
アンドリュー･ミッチェル（熊本大学特任助教）、マルロー･スイスワヒュー（熊本イスラミックセンター
代表）、岳中美江（特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体ネットワーク（KVOAD）/
特定非営利活動法人バルビー）、デブコタ･ハリ（熊本大学大学院生命科学研究部助教）、八木浩
光（一般財団法人熊本市国際交流振興事業団 常務理事）、吉田直（一般財団法人熊本市国際交
流振興事業団 企画チーム主査）、熊本県立済々黌高等学校「ペリペティア」（生徒）

国 6F ホール

SDGs に基づく食料支援とNPO・自治体・民間企業の
連携モデル - 能登支援の経験を踏まえて

19土14:30 - 16:00S28

私たちジャパン・プラットフォーム（JPF）は、2021年度休眠預金等活用事業の
一環として、実行団体（3団体2事業）と共に、災害時の食料支援体制の構築に取
り組んでいます。本セッションでは、事業の成果や平時からの行政・企業との連携
の重要性を共有するとともに、2024年1月に発生した能登半島地震での食料支援活
動を通じて得られた知見を紹介します。

主催団体： 特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム

企業向け｜自治体向け

芝田 雄司（認定NPO法人セカンドハーベスト・ジャパン 政策提言担当マネージャー）、大竹 正寛（認
定NPO法人 セカンドハーベスト・ジャパン 渉外担当）、阿部 知幸（一般社団法人全国フードバンク
推進協議会 理事）、羽村 龍（輪島市役所 福祉課 主幹）、井若 和久（一般社団法人さいわい 代表理事）、
谷口 隆太（株式会社電通 CXクリエーティブ・センター 未来の暮らし研究部）、小林 里香（特定非
営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 地域事業部 休眠預金等活用事業プログラムオフィサー）、
瀧田 真理（特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 地域事業部 休眠預金等活用事業プロ
グラムオフィサー）

熊 3F 会議室 C1

地域共創流域治水とは

20 日12:30 - 14:00S26

2020年7月大水害に見舞われた球磨川流域を対象に、災害後においても、持続的な
地域を構築するために、代表機関である熊本県立大学、幹事自治体・熊本県、幹事
企業・肥後銀行の体制で、「流域治水」を中心的な解決策として“復興”という課題に
取り組み、産官学の地域共創拠点をつくり、解決を図っている。この共創の流域治
水について理解を深める。

主催団体： 流域治水を核とした復興を起点とする持続社会地域共創拠点

自治体向け｜一般向け熊 3F 会議室 C2

島谷幸宏（熊本県立大学　特別教授）、萱場祐一（名古屋工業大学　教授）、皆川朋子（熊本大学　
教授）、田浦扶充子（九州大学　特任助教）
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防災減災音楽フェス・BGM スクエア vol.6
in ぼうさいこくたい 2024

19土16:30 - 18:00S34

音楽を通じて防災を発信し、防災に馴染みのない人にも裾野を広げます。
開催地のアーティストを公募し、地元の若者に対してぼうさいこくたいの周知を図
ります。
参加対象は、近隣住民、音楽ファンなど、広く一般の来場者を想定しています。
出演者の取りまとめや呼びかけは、神戸発・防災音楽ユニット「Bloom Works」が
中心となり、実行委員とともに進めます。

主催団体： 防災減災音楽フェス・BGM スクエア実行委員会

一般向け｜学生向け国 6F ホール

Bloom Works（神戸発・防災音楽ユニット）、進藤久明（熊本在住シンガーソングライター）

防災教育の進歩と課題を考える

19土14:30 - 16:00S33

熊本地震をはじめ各地の地震・津波災害の事実と教訓を踏まえて、防災教育の進化と
課題、これからの防災教育のあり方について、６人パネリスト実践報告・課題提起を
もとに話し合う。パネリストの３人を熊本関係者とし、熊本地震時の学校運営、避難
所運営、教育復興などを取り上げて、それらと阪神・淡路大震災、東日本大震災など様々
な災害との比較を通して、防災教育の現段階の到達点と課題を明らかにしたい。

主催団体： 防災教育学会

一般向け｜学生向け国 6F ホール

芝大輔（愛媛大学大学院地域レジリエンス学環）、濱口和久（拓殖大学地方政治行政研究所・防災
教育研究センター）、中山正則（筑波大学大学院）、舩木伸江（神戸学院大学現代社会学部）、冨田
温子（横浜国立大学大学院）、柴田敏弘（NPO法人くまもと防災士会）、諏訪清二（防災教育学会）

知的障がい児／者を対象とした福祉避難所の開設に向けた
活動と今後について

19土16:30 - 18:00S38 自治体向け｜一般向け

環境の変化に敏感で人混みを苦手とする自閉症などの知的障がい児／者とその家族に
とって、災害発生時に避難所に行くことはハードルが高い。本セッションでは、知的
障がい児／者が普段利用している放課後等デイサービスや福祉作業所などを災害時の
福祉避難所として活用できるようにする体制作りに向け、保護者の声や様々な立場の
人の意見を採り上げながら、その可能性と課題について考える。

主催団体： リソース・ネット（東京都立調布特別支援学校）＆ちょうふ災害福祉ネットワーク

国 5F 小会議室（洋）

常松浩三郎（調布市立調布中学校主幹教諭／元東京都立調布特別支援学校主幹教諭）、清水美
佐子（元東京都立調布特別支援学校PTA会長）、嶋田浩一（NPO法人ちょうふの風／ちょうふ災
害福祉ネットワーク）、中川昇（調布市総務部副参事（防災担当）兼総合防災安全課長）、市古太
郎（東京都立大学教授／(一社)災害協働サポート東京 代表理事）、水戸和幸（電気通信大学教授
／リソース・ネット代表）、原田勝（調布市教育委員会教育部指導室副主幹／元東京都立調布特
別支援学校長）、宮本朋子（京都府立宇治支援学校副校長）、鈴木あゆみ（岩手県立大学社会福
祉学部講師）

いま、男女共同参画センターに求められる役割とは

19土12:30 - 14:00S39 自治体向け｜一般向け

災害時に男女共同参画センターにできること、求められることとは何か。現場での
実践や工夫を共有するとともに、ジェンダー視点で見る平常時からの各セクタ―と
の連携やできる備えについて、フロアの皆さんとともに考えます。

主催団体： 独立行政法人国立女性教育会館

国 4F 第 3会議室

椎木　隆（宮崎市男女共同参画センターパレット　センター長）、藤井　宥貴子（一般社団法人ウィメ
ンズ・フォーラムくまもと　代表理事／熊本市男女共同参画センターはあもにい　元館長）、萩原　な
つ子（国立女性教育会館　理事長）

【討論】熊本から能登へ　災害情報の進化と課題
～戦略的イノベーションプログラム（ＳＩＰ）の取組みを踏まえて～

19土14:30 - 16:00S37

災害現場活動のデジタル化加速を目指した戦略的イノベーション創造プログラム
（ＳＩＰ）の取組みを紹介したうえで、熊本地震から能登半島地震の８年における
災害情報共有の進化と課題についてパネル討論形式で熱い討論を繰り広げます。
※※※※※※
会場収容人数の都合上、近隣の会場にいる登壇者ともオンラインで結びます。
そちらでの観覧も可能です。
近隣会場：【TKP熊本カンファレンスセンター　9階 しゃくやく】国際交流会館から徒歩3分
熊本市中央区花畑町4-7　朝日新聞第一生命ビル

主催団体： 株式会社国際電気通信基礎技術研究所

自治体向け｜一般向け国 5F 小会議室（洋）

伊勢　正（国立研究開発法人 防災科学技術研究所 先進防災技術連携研究センター　研究統括）、有
浦　隆（熊本県初代危機管理防災企画監）、吉本　直樹（熊本市消防局　警防部警防課　副課長）、
服部　希世子（熊本県有明保健所　兼　山鹿保健所　所長）、桜田　智也（名古屋市消防局消防部
消防課　課長補佐（計画担当））、油　仁一（金沢市消防局　担当次長（兼）警防課長）、坂野　寿和

（株式会社国際電気通信基礎技術研究所　波動工学研究所　所長）、飯田　真知子（モデレーター／
国立研究開発法人 防災科学技術研究所 先進防災技術連携研究センター　特別技術員）

熊本地震における被災者支援と居住支援

19土12:30 - 14:00S36

住宅確保要配慮者は、災害発生から復興するまでの間、社会的な支援やこれまで利
用していたサービスが限定されてしまいます。熊本地震の経験をもとに、各セクター
が被災者の住まい確保のために尽力してきたリアルな課題を時間軸を手がかりにし
て伝えます。

主催団体： 熊本市居住支援協議会

自治体向け｜一般向け国 5F 小会議室（洋）

福島貴志（熊本市居住支援協議会　事務局長）、松村尚美（弁護士）、横手由利（社会福祉法人熊
本市社会福祉協議会／総合相談センター／総合相談・貸付班／主査）、木村　彰（熊本市西区役所
／花園まちづくりセンター／まちづくり班主幹）、南　賢一（(公社)全国賃貸住宅経営者協会連合会　
事務局次長）、大久保秀洋（一般社団法人熊本県賃貸住宅経営者協会　事務局長）、高木聡史（一
般社団法人minori　代表理事）

特別支援学校の災害対策を巡る現状と課題（第３弾）：
学校の早期再開に向けて

19土14:30 - 16:00S40 自治体向け｜一般向け

特支防災FBグループによる問題提起、今回は被災後の学校教育の早期再開に焦点
を当てます。子供たちには一日も早く日常を取り戻してもらいたいものですが、課
題は山積です。保護者（湯井恵美子氏）、熊本地震の際の福祉避難所運営支援者（吉
村千恵氏）、教職員（発起人、一杉茂樹氏）、地域住民（竹原茂氏）にご登壇いただ
き、研究者（発起人、小村隆史氏）のコーディネートで語り合います。

主催団体： 特別支援学校の災害対策を考えるfacebookグループ

国 4F 第 3会議室

小村 隆史（常葉大学社会環境学部 准教授）、一杉 茂樹（特別支援学校　教諭（静岡県立富士特別
支援学校））、湯井 恵美子（（一社）福祉防災コミュニティ協会　上級コーチ）、竹原 茂（三原市防災
ネットワーク会長）、吉村 千恵（尚絅大学短期大学部総合生活学科）

機動力を持つ料理人による能登での炊き出し実践
～「災害時の食と栄養」の問題解決に資するフェーズフリー
な食支援体制を考える～

20 日10:30 - 12:00S35

主催団体： 食べる支援プロジェクト（たべぷろ）

企業向け｜一般向け国 6F ホール

下田屋 毅（一般社団法人 日本サステイナブル・レストラン協会 代表理事）、冨成 寿明（日本料理 富
成 店主）、原 裕樹（公益財団法人 味の素ファンデーション　食の力による防災支援・復興支援事
業担当マネージャー）、須賀 智子（食べる支援プロジェクト（たべぷろ）事務局）

被災地域内外の料理人チームと地域住民等との連携による能登での食支援事例をご紹
介します。またその実践から得られた気づきを踏まえて、平時の地域の在り方が左右
する災害対応や、人々の健康を支えるための「いつも」と「もしも」を隔てないしな
やかな食支援体制づくりについてディスカッションします。

※各プログラムの予約の有無や予約方法、詳しい内容は WEB をご確認ください。
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変わりゆくコミュニティにおけるインクルーシブ防災

19土16:30 - 18:00S41

自然災害の激甚化や頻発化が加速する中、高齢者や障がい者、女性、外国人等、災
害時には取り残されてしまいがちな人々への対応の強化が求められています。本
セッションでは、インクルーシブ防災の更なる強化・促進のため、NGOや研究者、
コミュニティリーダーなど多様な立場から、現状の課題や好事例等を通じた教訓を
発信し、パネルディスカッションを通して具体的提案を行います。

主催団体： 創価学会インタナショナル

自治体向け｜一般向け国 4F 第3会議室

牧 由希子（CWS Japanディレクター）、北村 美和子（東北大学災害科学国際研究所（IRIDeS）研究員、
工学博士）、岡 潤一朗（球磨村シルバー人材センター理事長、民生委員、児童委員）、浅井 伸行（創
価学会インタナショナル（SGI）人道・開発部長）

災害に備える防災から、女性のエンパワメントで
「いつも =もしも」のフェーズフリーなまちづくりになるまで

20 日12:30 - 14:00S43

平成30年7月豪雨での被災から6年間の復興と協働
災害に備える防災から、女性のエンパワメントで「いつも=もしも」のフェーズフリー
なまちづくりになるまでの軌跡
実際の能登半島地震や豊後水道地震発生時の動きと地域連携の仕組み
行政や自主防災組織、NPO、学校、こども食堂など複数セクターでの具体的な協働
例紹介とパネルディスカッション。

主催団体： 特定非営利活動法人 U.grandma Japan

自治体向け｜ 一般向け国 4F 第 1会議室

岡田 雅信（特定非営利活動法人U.grandmaJapan理事）、中田 幸（特定非営利活動法人
U.grandmaJapan理事/看護師/女性防災リーダー）、本多 彩恵（一般社団法人トラストコーチング 
認定シニアコーチ）、三好 綾（うわじま女性防災リーダー/JAえひめ南女性部部長）、松岡 綾（うわ
じま女性防災リーダー/看護師）

災害対応の現場に女性が参画するためのヒント
～能登半島地震における経験から

19土16:30 - 18:00　オンラインSo3

令和６年能登半島地震では自治体職員やボランティアなど様々な立場の女性たちが
支援活動を行いました。そうした女性たちが、災害現場に女性が参画するにあたっ
ての課題や解決のためのちょっとしたアイデア・ノウハウを自らの経験を踏まえて
語り、今後もっと多くの女性が災害対応の現場に参画するために役立つTips（「事前
に何を準備すればいい？」「持ち物は？」「被災地での心構えは？」）もご紹介します！

主催団体： 内閣府男女共同参画局

自治体向け｜一般向け

岡田恵子（内閣府男女共同参画局長）

福祉とペット活動

19土12:30 - 14:00　オンラインSo1

福祉とペット　ペット防災での避難にあたり大切なこととして基本的なことをまとめました　
ペットは今や家族。日常からペット防災を考えてみましょう

主催団体： WPP グループ　Japan Pet Press

一般向け｜子供向け

藺牟田なつみ（Japan Pet Pressアンバサダー　FJメディアMC）、澤田　真希子（Japan Pet 
Press 共同代表　モデル（自治体など）　大阪・関西万国博覧会２０２５公式アテンダント　美容
研究講師）、藤重　裕（WPPグループ　Japan Pet Press 創設者）

「地域防災×生成 AI」の未来像Ⅱ　～地域防災の取組がさ
らに進化し、継続できる仕組みの検討～

19土10:30 - 12:00　オンラインSo4 企業向け｜自治体向け

人口減少により、多くの地域が防災人材不足への課題に対し、生成AI等を活用する
ことへの可能性について、昨年度のぼうさいこくたいで議論し、その結果、現在、
広島県が本セッション参加者とともにその検討事業を実施しています。本セッショ
ンでは、地域防災の実情の紹介、現在の検討状況の報告及び今後の課題等の議論を
行います。

主催団体： 広島県

海堀　正博（かいぼり　まさひろ）（広島大学防災・減災研究センター長・特任教授）、河原　能久（か
わはら　よしひさ）（広島大学名誉教授。広島大学防災・減災研究センター学術顧問）、土久岡　
章治（とくおか　しょうじ）（八本松住民自治協議会　会長）、牧野　美三夫（まきの　みさお）（八
本松住民自治協議会副会長兼防災部会長）、小池　恵美子（こいけ　えみこ）（八本松住民自
治協議会事務局長、東広島市議会議員）、平田　孝宣（ひらた　たかのぶ）（八本松住民自治
協議会防災部会役員）、宮崎　耶子（ミヤザキ　ヤコ）（NTTコミュニケーションズ㈱中国支社
ソリューション営業部門　主査）、中村　浩司（なかむら　こうじ）（ロボフィス株式会社 CIO

（Chief Innovation Officer））

災害と先端技術　新災害支援スタイル
－中の人も、外の人も－

19土14：30-16：00　オンラインSo2

1　防災意識の日常化、　防災技術の日常化 　
2　防災技術の紹介　助ける技術、生き延びる技術　医福活用の技術
3　新災害支援スタイルの概要について QR技術活用
4   新災害支援スタイル　SKY　SUPPORT SYSTEM【３S】成層圏通信など

主催団体： 一般社団法人 DroneAI 技術研究機構

専門向け（学術界）｜一般向け

澤田　真希子（司会　モデル（自治体など多数）大阪・関西万博
２０２５公式アテンダント　美容研究講師）、田口　政行（研究者（防
災教育））、藤重　裕（理事長　研究者（学者）安威・阿武山保存会（名
誉会長））

「熊本から能登半島へ」ジェンダー視点の災害対応の今
～地域防災女性リーダーの取組みから～

20 日10:30 - 12:00S42

平時からの「ジェンダー平等の視点」の地域への反映、多様性に配慮された地域づ
くりを目的に女性リーダー育成事業に取り組む団体は、各々が女性リーダーを輩出
し、ネットワークを構築している。
各団体及び修了者の女性リーダーは、スキルと経験・ネットワークを活かし、能登
半島地震で支援活動に取り組んでいる。その活動事例を紹介し、課題と展望をディ
スカッションする。

主催団体： 女性のエンパワメントで高める地域の
　　　　　防災力リーダー育成事業実行団体ネットワーク

自治体向け｜一般向け国 4F 第 1会議室

小山内世喜子（（一社）男女共同参画地域みらいねっと代表理事）、藤岡喜美子（（一社）こども女
性ネット東海執行理事）、中村聡衣（（一財）大阪男女いきいき財団）、松島陽子（（特非）U.grandma 
Japan代表理事）、内田美香（（有）ミューズプランニング）、鈴木祐司（（公財）地域創造基金さなぶ
り専務理事）、沢田薫（（一財）大阪男女いきいき財団理事兼事務局次長）

オンラインセッション

クロージングセッション

20 日14:30 - 15:30S44 熊 シビックホール北

・動画「ぼうさいこくたい2024振り返り」（大会ダイジェスト映像）
・特別企画「未来へ向かって」（「世界津波の日」高校生サミット参加者）
・関係者挨拶

主催団体： 内閣府

一般向け

樋口　務（特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体ネットワーク/代表理事）、竹内　裕希
子（熊本大学大学院先端科学研究部教授）、秋本　敏文（防災推進国民会議副議長・日本消防協
会会長）、流　友之（防災推進協議会運営委員会委員長・日本損害保険協会業務企画部長）
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プログラム

災害関連死ゼロを目指して～ダイバーシティの視点から～

19土12:30 - 14:00　オンラインSo6

災害時にもウェルビーングな食事を
～みんなで一緒にテーブルを囲んで～
ぼうさい芋煮会とイタリアに学ぶ“人間性”のまもり方

20 日10:30 - 12:00W04 熊 3F 会議室 D2
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ワークショップ

災害からの復旧・復興に向けた衛星画像の利用と課題

20 日12:30 - 14:00　オンラインSo5

一般社団法人日本リモートセンシング学会国土防災リモートセンシング研究会で
は、常に宇宙から地表を観測している衛星画像が有する特徴と、発災後の復旧・復
興過程における衛星画像を活用方法やメリットや課題について、さまざまな視点か
らセッション形式で紹介します。特に、全国各地の自治体のご担当者や地域住民の
方々にご参加いただき、今後の災害を見据えた復旧・復興を検討する際の参考にし
てもらえたらと考えています。

主催団体： 一般社団法人　日本リモートセンシング学会

災害関連死とダイバーシティについての様々な角度からの情報提供・発信により、
各地域での「誰一人取り残さない防災（インクルーシブ防災）」へのきっかけづく
りに寄与したい。
◆基調講演「災害の時代と被災者支援」
◆パネルディスカッション「災害関連死ゼロを目指して～ダイバイーシティの視点から～」

主催団体： 特定非営利法人日本防災士会　ダイバーシティ防災推進委員会

一般向け自治体向け｜一般向け

最新の災害図上訓練 DIG を学ぼう：新旧地形図の比較か
ら学ぶ九州の防災＋能登半島地震＋南海トラフ地震

19土12:30 - 14:00W01 熊 3F 会議室 D2

災害図上訓練DIGの誕生から27年。進化は今も継続中で、最近は「地図から『災害
の物語』を読み解き、地図を前に『防災の物語』を語り継ぐ」と表現しています。「ぼ
うさいこくたい」４回目となる今回は、熊本地震、令和２年７月豪雨、能登半島地
震そして南海トラフ地震を題材とし、新旧地形図の比較を中心に、「地図を前に語
るべき」「地域と災害種とフェイズに即した」防災論を、参加者の皆さんと一緒に
考えたいと思います。

主催団体： 海ぼうずの会（「ふじのくにDIGセミナー」参加者の会）

自治体向け｜一般向け

すごろくで遊んで学ぶ！　安政の南海トラフ地震

19土16:30 - 18:00W03 熊  3F 会議室 D2

江戸時代には災害に関するかわら版が多数制作されました。その中のひとつ「諸国
大地震大津波末代噺」は、1854年の安政東海・南海地震による各地の被害をすご
ろく形式で紹介しています。このかわら版を用いて遊びながら、過去の地震災害に
ついて学び、教訓を伝えるワークショップを行います。実施時間中はいつでも、随
時参加していただくことができます。

主催団体： 減災古文書研究会

一般向け｜子供向け

【なでしこ SATチームから恐竜くんと一緒に学ぶ災害時の
救出救護ワークショップ】

20 日12:30 - 14:00W05 熊 3F 会議室 D2

女性陣のなでしこSAT(危機管理スペシャルアウェアネスチーム)から着ぐるみの
ティラノザウルスの恐竜くんが学んでいるデモを見ながら、災害時に自分たちでで
きる救出、救護、搬送方法について体験するワークショップ

主催団体： 一般財団法人危機管理教育 & 演習センター

企業向け｜一般向け

ESPER
「企業版南海トラフ地震臨時情報勉強会検討グループ」

19土14:30 - 16:00W02 熊 3F 会議室 D2

南海トラフ地震臨時情報とはなにか？を勉強した後、企業として臨時情報発表時に
どのように行動し、何に困り、困らないためにどうしたらいいのかをみんなで考え
るワークショップを実施します。

主催団体： ESPER

企業向け｜自治体向け

これまで、私たちは、ぼうさいイモニストの養成などを通じて、災害時にも、身体と
心の温まる食事を提供できる仕組み作りに取り組んできました。今年度は、昨今の災
害経験を振り返りつつ、イタリアの事例等を参考に、「災害時にもウェルビーングな食
事を」をテーマに災害時のあるべき食の姿について議論を行うとともに、参加者と一
緒に、家庭における食戦略のワークショップ「私のぼうさい★食戦略」を実施します。

主催団体： 株式会社 NTT データ経営研究所 あったかぼうさいスーププロジェクト

専門向け（学術界）｜一般向け

防災専門図書館オリジナル「防災いろはかるた」で遊ぼう！
学ぼう！

19土12:30 - 14:00W06 熊 3F 会議室 D1

防災専門図書館の「防災いろはかるた」は、ことわざをもじって作成したオリジナルか
るたです。かるたを使って遊びながら、かるたの内容を解説することで、身を守る
防災知識を学ぶことができます。ゲーム後にはお土産として「防災いろはかるた」の他、
絵図「熊本焼場方角図」や被災写真「熊本県風水害写真帖（昭和26年7月）などの情
報が詰まった冊子を渡します。小学生～大人（親子連れ・お友達同士）大歓迎！です。

主催団体： 防災専門図書館（公益社団法人 全国市有物件災害共済会）

一般向け｜子供向け

秋田 寛己（あきた ひろみ）（防災科学技術研究所　特別研究員）、伊東 明彦（いとう あきひこ）（日
本リモートセンシング学会　理事・事務局長）、今井 友桂子（いまい ゆかこ）（朝日航洋株式会社）、
齋藤 修（さいとう おさむ）（茨城大学　特命教授）、石内 鉄平（いしうち てっぺい）（宮城大学　准教授）

専門向け（学術界）｜一般向け

令和６年能登半島地震
～被災地に寄り添った医療支援とは？

19土14:30 - 16:00　オンラインSo7

日本医師会災害医療チーム（JMAT）は「被災地に地域医療を取り戻す」を目的に
活動してきました。被災地の復旧・復興には息の長い支援、また被災地側の受援体
制も重要です。能登半島地震で支援を行った医師会、そして災害時も地域に根ざし
て診療継続し、全国からの支援を受け入れた石川県医師会の先生方、また、能登半
島地震で支援を、熊本地震、令和2年7月豪雨では受援も経験した熊本県医師会か
ら知見や教訓を共有頂きます。

主催団体： 公益社団法人日本医師会

田名　毅（沖縄県医師会　会長／首里城下町クリニック第一　院長）、秋冨　愼司（日本医師会
総合政策研究機構　主任研究員）、村上　美也子（富山県医師会　会長／むらかみ小児科アレル
ギークリニック　院長）、大石　賢斉（医療法人山桜会粟倉医院　院長）、中川　麗（JR札幌病院
プライマル科(救急総合診療科)　科長/札幌市医師会　理事）、西　芳徳（熊本県医師会　理事／
西整形外科医院　院長）、松本　吉郎（日本医師会　会長）、茂松　茂人（日本医師会　副会長）、
細川　秀一（日本医師会　常任理事）

室﨑 益輝（特定非営利法人日本防災士会 理事長、減災環境デザイン室顧問、神戸大学名誉教授
など）、渋谷 香奈（防災士）、小河 亮平（防災士）、村上 綾子（防災士）、山本 真紀（防災士）

専門向け（学術界）｜一般向け

土地を知り、土砂災害・地盤災害に備える

19土16:30 - 18:00　オンラインSo8

地球温暖化の進行につれ、気象災害と地震災害が複合的に生じるリスクが高まって
います。土砂災害や宅地災害等の地盤災害はこのような複合的要因により発生し、
我々の命や生活に大きな影響を及ぼします。この災害を防ぐためには、土地の成り
立ちや災害のリスクを人々がよく理解し、適切な対応をとることが重要です。本セッ
ションでは、関連する分野の専門家を迎え、一般の方にも分かりやすく防災につな
がるお話しをいただきます。

主催団体： （一社）防災学術連携体＋日本学術会議

竹内徹（日本学術会議会員、防災減災学術連携委員会委員長、東京工業大学教授、日本建築学
会会長）、渦岡良介（防災学術連携体代表幹事、公益社団法人地盤工学会会長、京都大学防災研
究所教授）、石井陽子（大阪市立自然史博物館　主任学芸員）、藤岡達也（防災教育普及協会理事、
日本地学教育学会常務委員、滋賀大学教授）、髙橋　裕（日本地理学会地理教育専門委員、日本
地球惑星科学連合教育検討委員会教育課程小委員会副委員長、地理教育研究会理事、豊島岡女
子学園高等学校教諭）、北田奈緒子（一般財団法人 GRI財団理事兼研究開発部門長, 一般社団法
人 日本応用地質学会 副会長，公益社団法人 地盤工学会 副会長）、笠間清伸（一般社団法人地盤
品質判定士会九州支部支部長，九州大学教授，公益社団法人地盤工学会理事）、米田雅子（防災
学術連携体代表幹事、東京工業大学特任教授、宇都宮大学理事 第24、25期日本学術会議会員

（～ 2023/09））、永野正行（東京理科大学創域理工学部建築学科・教授、日本学術会議連携会員、
防災学術連携体幹事）、山本佳世子（電気通信大学大学院情報理工学研究科教授、日本学術会議
連携会員、防災学術連携体運営幹事）

※各プログラムの予約の有無や予約方法、詳しい内容は WEB をご確認ください。
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災害想定ゲーム KIZUKI（特別支援学校編）

19土14:30 - 16:00W07 熊 3F 会議室 D1

災害想定ゲーム「KIZUKI」を通して、特別支援学校に大地震や豪雨災害が発生した
状況を擬似体験するワークショップを行います。私たち第一高校生が進行役になり、
次々に起こる問題を瞬時に判断し行動することを皆で考えるゲームに一般の方々に
も参加頂きます。災害時、被害や損害を最小限に抑えながら、避難行動要支援者の
方々をどのように助け、支えることができるか考える機会になればと思います。

主催団体： 熊本県立第一高等学校

一般向け｜学生向け

新総合防災情報システム（SOBO-WEB）アイデアソン
2024

20 日10:30 - 12:00W09 熊 3F 会議室 D1

本年４月、「新総合防災情報システム」（SOBO-WEB）が始動しました。各機関か
ら収集・集約した情報を地図上で重ね合わせて表示できる本システムの利活用を促
進するため、「データをどのように掛け合わせれば」各機関の災害対応に役立つのか、
システムを効果的に利活用していくためのアイデアを募集しました。その中の上位
者にご発表いただき、審査員による審査を経て優秀者には防災担当大臣賞等を授賞
します。

主催団体： 内閣府（防災デジタル・物資支援担当）

企業向け｜自治体向け

「あいたい！歌いたい！」被災した地域を元気にする秘訣

19土12:30 - 14:00W11 熊 3F 会議室 E2

西日本豪雨で被災した倉敷市真備町岡田地区では、被災したなかで被災前からやっ
ていた「歌声喫茶」「夏祭り」「岡田秋祭り」を再開したいという声が上がりました。
いろんな人が集まり、会って、いろいろなことを一緒に行うことが地域の復興の後
押しとなりました。岡田地区の被災・復興まちづくりの取り組みを紹介するととも
に、元気づくりを後押しした歌声喫茶を参加者のみなさんと体験します。

主催団体： 岡田地区まちづくり推進協議会（倉敷市真備町）

自治体向け｜一般向け

小規模な介護サービス事業所の防災を考える～地質学的な
観点からこれからの災害発生の可能性を学ぼう

19土16:30 - 18:00W13 熊 3F 会議室 E2

認知症の人や障害のある方を支えるグループホームや小規模多機能ホームなどの小
規模な介護サービス事業所における防災を考えていきます。ゲストは、阿蘇火山博
物館の館長だった池辺先生で、地質学的な観点からこれからの災害発生の可能性を
学び、共に考えていくワークショップです。

主催団体： 熊本県地域密着型サービス連絡会

企業向け｜自治体向け

防災カードゲーム「ここは災対本部」

20 日12:30 - 14:00W15 熊 3F 会議室 E2

防災部局以外の職員や、新たに防災部局に配属された職員に対して、いかに災害対
応業務を理解してもらうかという課題を抱えている自治体が多いことから、災害対
策本部への初歩的な理解を深めてもらうための協力型防災カードゲームを開発しま
した。 ゲームを通じて、「災害対応業務が多岐にわたること」「災害時には資源が
限られること」「チーム内での連携の重要性」などの理解を深めてもらうためのワー
クショップを行います。

主催団体： 自治体防災教材開発グループ

専門向け（学術界）｜自治体向け

生成 AI と考える身の回り被害 0 プロジェクト！
～多様性社会での災害にどう備えるか～

19土14:30 - 16:00W17 熊 3F 会議室 E1

「熊本から発信する身の回り被害０」をゴールに、多様なライフスタイルや慣習に
寄り添った地域密着型の参加型ワークショップを実施する。ワークショップには四
面会議システム法を用いて、「人」「物」「金」「情報」の4つの切り口（4面）と時間
軸で整理した課題から、目標達成に必要な行動計画を策定する。生成AIによる意見
の要約や行動計画へのフィードバックも活用し、災害時にとるべき行動を見出す。

主催団体： 応用地質株式会社

自治体向け｜一般向け

お天気キャスターと一緒に学ぶ「ぼうさい教室」

19土16:30 - 18:00W08 熊 3F 会議室 D1

お天気キャスターと一緒に学ぶ防災授業です。気象観測の装置を観察し、お天気の実
験を体験してもらいます。また、各自のスマホを操作しながら、国土交通省のハザー
ドマップポータルサイトで気になる場所の大雨や津波のリスクを確認してもらいます。

主催団体： 株式会社　南気象予報士事務所

一般向け｜子供向け

ぼうさいこくたい子ども会議 2024

20 日12:30 - 14:00W10 熊 3F 会議室 D1

全国各地の小中高生の防災の取り組みを紹介してもらいます。 5 ～ 6団体の全国の
子ども達の活動紹介をさせていただきます。

主催団体： ぼうさいこくたい子ども会議連絡会

学生向け｜子供向け

身近なもので楽しく防災ワークショップ（工作）

19土14:30 - 16:00W12 熊 3F 会議室 E2

ビニール袋など家庭にあるものを使って防災に役立つものを簡単に作るワーク
ショップを実施します。子どもかた大人まで楽しめる内容になっています。

主催団体： 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟

未定

げんさいカフェ in ぼうさいこくたい
「地震による下水管の被害と修復を地下水質で診る」

20 日10:30 - 12:00W14 熊 3F 会議室 E2

防災・減災に取り組む研究者と市民とが対話するサイエンスカフェ。ゲストの環
境化学者・中田晴彦さん（熊本大学）は、地下水中の微量な化学物質をチェック
することで地震による下水道の破損を見つけ出すという研究に取り組んでいます。
2016年熊本地震の前後で、地下水中の微量な化学物質がどのように変化したのか、
そしてなぜ化学物質量の変化で下水道の被害がわかるのかなど、聞きたいこと、研
究者に直接聞いちゃいましょう。

主催団体： 名古屋大学　減災連携研究センター

一般向け

東日本大震災・熊本地震・能登半島地震から教訓をつなぐ
～南海トラフへの自助・共助・公助のありかた

19土12:30 - 14:00W16 熊 3F 会議室 E1

東北大学減災教育「結」プロジェクトの小中学校の生徒向け出前授業を実演し，そ
のハイライトとなる３色のピクトグラムのきれいなスタンプ（シャチハタ提供）か
らアクションを選ぶことで，災害への備えや対応をみんなで考える「防災・減災ス
タンプラリー」を体験していただきます．さらに東日本大震災・熊本地震そして能
登地震の教訓を繋げるために，津波研究で世界的に有名な今村教授のお話など盛り
だくさんの内容でお届けします．

主催団体： 東北大学減災教育【結】プロジェクト

一般向け

防災分野へのドローン利用の最前線

19土16:30 - 18:00W18 熊 3F 会議室 E1

防災分野へのドローン利用について、最前線の事例や研究成果・取組を紹介すると
共に、参加者と共に、災害時のドローンの利活用について、検討を行う。

主催団体： 一般社団法人日本ドローンコンソーシアム

企業向け｜自治体向け
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プログラム

20

のとに未来をみる，支援者のためのつながるクロスロード

20 日10:30 - 12:00W19 熊 3F 会議室 E1

防災学習ゲーム「クロスロード」を用いてワークショップを行い、今年元日に起き
た能登半島地震などの災害からの復興における「新しい支援者像」についてみんな
で語り合います。zoomによりオンラインで全国をつなぎ、ジレンマや被災地への
復旧・復興への思いなどを共有し、対面実施する熊本会場ではそれぞれの地域の「支
援者」の抱える多様なジレンマを，未災地を含め誰もが引き継げるように対話し「記
憶の継承」につなげます。

主催団体： くまもとクロスロード研究会

自治体向け｜一般向け

学区に根差した防災啓発活動：
子どもから大人へ伝える防災教育モデル

19土12:30 - 14:00W21 国 5F 大広間 A

その地域に起こる災害と社会基盤を踏まえて、その地域だから起こりうる災害・避
難生活の状態を、大学生がファシリテートしながら中学生が話し合ってすごろく
ゲームを考えたもので、完成品を地域住民に披露することで、子供から大人への地
域学習、防災学習を実現しました。

主催団体： 岡山大学教育学部自然地理学ゼミ　（地域防災地図すごろくゲーム）

自治体向け｜一般向け

全国学生防災シンポジウム in ぼうさいこくたい

19土16:30 - 18:00W23 国 5F 大広間 A

当団体が2020年から始めた「全国学生防災シンポジウム」を2022年度に引き続き
開催します。議題は前回実施の際、若者にできることとして「SNSを活用し気軽に
防災に触れられる社会に」という結論に至ったことから、「各地域で活動している
防災団体が具体的に自分達のSNSでどうアクション出来るか」について有識者によ
る事例提供の後、全国の防災に関する活動を行っている若者（高校生・大学生等）
が議論し合います。

主催団体： 静岡大学学生防災ネットワーク

一般向け｜学生向け

自分で作ろう！持出袋【イザもの】カードゲーム

20 日12:30 - 14:00W25 国 5F 大広間 A

【イザもの】カードゲームは、幼稚園児から高齢者、外国人まで楽しく遊びながら
学び、災害時の持出袋に入れたいアイテムの選択と、内容物の重量（目安）がわか
る仕組みになっています。また、その持出袋を実際に持って、避難行動の妨げにな
らないか体感することも可能です。自分にとって必要なものを認識し、避難行動時
に持って逃げることをも想定できる自助支援につながると考えます。

主催団体： Life+Life laboratory

自治体向け｜子供向け

もしも、その時―。
VERGE で体験する防災シミュレーション

19土14:30 - 16:00W27 国 5F 大広間 B

私たちのワークショップでは前回のぼうさいこくたいに引き続き、若者防災協議会
オリジナル防災ゲーム『VERGE』体験会の第2弾を開催します！『VERGE』とは、
災害発生前から避難所到着までに起こりうる究極の2択を選択・協議しながら進む
災害体験ゲームです！このゲームで災害が引き起こす問題の認識、多様な考え方に
触れられること間違いなし！学生さんや一般の方から防災関係者まで幅広い層を対
象に楽しんで頂けます！

主催団体： 若者防災協議会

自治体向け｜一般向け

地図からわかる熊本の自然災害と、地域に根ざしたハザー
ドマップの作成

20 日10:30 - 12:00W29 国 5F 大広間 B

地図会社の現役とOBメンバーが、熊本の自然災害（水害・地震・津波・噴火）について、
地図上に現われた災害の痕跡や、地図から読み解ける災害リスクの講義を行います。
また愛知県で行われている「みずから守るプログラム」で、豊山町で実施した手づ
くりハザードマップ（住民と一緒に町内を周り、危険個所や避難経路を確認して作
る）の紹介を行います。最後は参加者と一緒に実際の地図を見ながら、楽しく防災
を語り合います。

主催団体： 特定非営利活動法人地図で防災・まちづくりサポート

自治体向け｜一般向け

人の口から人の心に伝える
－みんなの災害体験を100年後の人たちへ

20 日12:30 - 14:00W20 熊 3F 会議室 E1

命や暮らしを守るための行動を、過去の体験から学びます。 ・熊本地震の伝承活動
を行う「東無田復興委員会」の田崎眞一さん、東日本大震災で災害対応業務に従事
した仙台市職員の体験談 ・被災者及び仙台市職員３人の災害体験を「朗読」で紹介 
・被災者からの「映像」によるメッセージ ・気軽に楽しみながら、未来への備えを
考える「ワークショップ」

主催団体： Team Sendai ＆ Sonae‐bu

自治体向け｜一般向け

「しぞ～か防災かるた大会 in 熊本（ぼうさいこくたい 2024）」
に参加して、「しぞ～かの良さ」と「防災の心得」を楽しく学
びましょう！

19土14:30 - 16:00W22 国 5F 大広間 A

皆様に「地域の良さ」と「防災の心得」が融合した「しぞ～か防災かるた」を是非、
体験していただき、ご当地のお防災かるたを作るきっかけになっていただければと
考えております。

主催団体： しぞ～か防災かるた委員会

一般向け｜子供向け

「自助・共助」、「多様な主体の連携」がハマる落とし穴、
「防災力の向上」を目指して ～新型コロナ感染症の流行で
繰り返された差別、人権侵害と、災害時の対応を考える～

20 日10:30 - 12:00W24 国 5F 大広間 A

新型コロナ感染症の流行では、クラスターが発生した施設への支援・対応が必要で
した。患者の増加と医療資源の減少という意味で「災害」でしたが、差別と偏見を
生じることにより医療資源の減少につながるという側面もありました。歴史の中で
繰り返されてきた偏見・差別として、ハンセン病、AIDS、福島原発事故などにおけ
る事例があります。ワークショップでは、その歴史を振り返り、参加くださる皆様と
一緒に災害時の対応策を考えていきます。

主催団体： 一般社団法人日本災害医学会

一般向け

災害時における授乳アセスメント（聞き取り）を体験しよう

19土12:30 - 14:00W26 国 5F 大広間 B

内閣府男女共同参画局「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点か
らの防災・復興ガイドライン～」(2020年)の中の「授乳アセスメントシート」を参
加者が体験的に使います。避難所等で授乳中の母子に接する可能性のある誰もがこ
のシートを使うことで、母乳を飲ませている女性が安心して継続でき、乳児用ミル
クが必要な人には安全に使うための支援ができるようになることを目指します。

主催団体： 母と子の育児支援ネットワーク

自治体向け｜一般向け

BOUSAI ゼミな～る in 熊本

19土16:30 - 18:00W28 国 5F 大広間 B

全国から集まった高校6校を中心とする高校生から、災害対応事例・各地域で想定
される災害・被災について調べた事、各校、各団体の取り組みを共有。併せて能
登半島地震支援、4月に発生した豊後水道地震対応を学び、会場参加者ととも、自
分達が主体としてできる防災の取り組み、事前復興について議論する。「次の災害
をどんな社会で迎えるのか」「その為に私たちはどんなことをするのか」のワーク
ショップを展開する。

主催団体： BOUSAI ゼミな～る実行委員会

一般向け

これだけは知っておきたい　災害時の子ども支援
「28の基準」（人道行動における子どもの保護の最低基準）

20 日12:30 - 14:00W30 国 5F 大広間 B

災害などの緊急支援の現場で、子どもたちが危険にさらされることなく安心・安全
に過ごせるために、支援者はどのような点に気を付ける必要があるのでしょうか。
2021年に発行された「人道行動における子どもの保護の最低基準（第2版）」を
もとに、子どもを適切に守るために支援関係者が知っておくべき28の基準をレク
チャーとグループワークを通して学びます。

主催団体： 災害時に子どもを守る最低基準（CPMS）推進ネットワーク

自治体向け｜一般向け

※各プログラムの予約の有無や予約方法、詳しい内容は WEB をご確認ください。



国際交流会館熊本城ホール 花畑広場国 花熊

県内高規格道路整備状況

B005 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県道路整備課・熊本市道路計画課

一般向け｜学生向け

熊本地震や令和２年７月豪雨での土砂災害への対応と
くまもとモデルによる木造仮設住宅・「みんなの家」の整備

B006 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県土木部

自治体向け｜一般向け

熊本地震と令和２年７月豪雨等への対応 ～住まいの再建
支援、熊本 DMAT、熊本 DCAT、熊本 DWAT の取組み～

B007 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県健康福祉部

自治体向け｜一般向け

地域防災の向上のための災害アーカイブ

B008 熊 2F シビックホール南

主催団体： 地域自然災害アーカイブコンソーシアム

自治体向け｜一般向け

震度７×２からの復興

B009 熊 2F シビックホール南

主催団体： 益城町

自治体向け

指定地方公共機関：災害廃棄物処理の支援活動

B010 熊 2F シビックホール南

主催団体： 一般社団法人　熊本県産業資源循環協会

自治体向け｜一般向け

防災・減災に不可欠な男女共同参画の視点
～熊本地震の経験を通して 私たちが伝えたいこと～　

B011 熊 2F シビックホール南

主催団体： くまもと県民交流館パレア男女共同参画センター / 熊本市男女共同参画
センターはあもにい /（有）ミューズプランニング

自治体向け｜一般向け

桜町・花畑周辺地区帰宅困難者について

B012 熊 2F シビックホール南

主催団体： 桜町・花畑周辺地区帰宅困難者対策協議会

自治体向け｜子供向け

生物多様性と Eco-DRR

B013 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本市環境政策課

一般向け｜子供向け

熊本地震震災ミュージアム「記憶の廻廊」と
中核拠点施設「KIOKU」の取組

B014 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県観光文化部観光文化政策課

一般向け

視覚障害者の災害対策

B015 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 日本ロービジョン学会

自治体向け｜一般向け

強靭なネットワーク構築とコミュニケーション支援

B016 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 国立研究開発法人情報通信研究機構

自治体向け｜一般向け

ペットの防災

B017 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 環境省　動物愛護管理室

企業向け｜自治体向け

能登半島地震の教訓を生かした災害配慮トイレ
「レジリエンストイレ」のご紹介

B018 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 株式会社ＬＩＸＩＬ

企業向け｜自治体向け

ムービングハウスを活用した災害対応について

B019 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般社団法人日本ムービングハウス協会

企業向け｜自治体向け

災害時の「避難先」と「応急的な住まい」の選択肢

B020 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 公益社団法人　全国賃貸住宅経営者協会連合会

自治体向け｜一般向け

避難所向け防災備蓄品の紹介

B021 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 株式会社　信防エディックス

自治体向け｜一般向け

次の一歩の力になる。

B022 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 東京海上日動火災保険株式会社　熊本支店

企業向け｜一般向け

令和2年７月豪雨からの創造的復興と「緑の流域治水」の
推進

B002 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県企画振興部球磨川流域復興局

自治体向け｜一般向け

地震や自然災害等から国民の財産を守る地籍調査

B004 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県　農林水産部　農村振興局　技術管理課

一般向け

21

ブース展示

熊本地震や令和２年７月豪雨の経験・教訓を踏まえた創造
的復興の取組

B001 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県知事公室危機管理防災課

自治体向け｜一般向け

熊本県の「田んぼダム」

B003 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県農林水産部農村振興局農村計画課

自治体向け｜一般向け
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プログラム ※各プログラムの予約の有無や予約方法、詳しい内容は WEB をご確認ください。

令和6年能登半島地震における国土地理院の災害対応

B027 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 国土地理院九州地方測量部

自治体向け｜一般向け

静岡県の防災対策

B028 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 静岡県

自治体向け｜一般向け

足紋採取会

B029 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 特定非営利活動法人全国足紋普及協会

自治体向け｜一般向け

消防行政に必要情報を発信し社会貢献 ／
消防職員セカンドキャリアをサポート

B030 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 株式会社近代消防社

企業向け｜自治体向け

どうする？南海トラフ巨大地震 ～令和 6 年能登半島地震や
臨時情報の発表を踏まえて考える～

B031 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 防災対策に資する南海トラフ地震調査研究プロジェクト

自治体向け｜一般向け

熊本地震と能登半島地震～住宅の被害調査から見えた教訓
とは～

B032 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般社団法人防災住宅研究所

企業向け｜一般向け

持続可能な減災型の地域社会実現のために

B033 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター減災型社会システム部門

一般向け｜学生向け

大地の成り立ちから知る防災のヒント

B034 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 日本ジオパークネットワーク

一般向け｜子供向け

神奈川県における取組紹介

B035 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 神奈川県

自治体向け｜一般向け

おやこ防災で家庭・地域の防災力アップ！～親子が備える
防災グッズの展示と地域×オンライン防災啓発活動～

B036 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 防災ママかきつばた

一般向け｜子供向け

「防災環境都市・仙台」の実現と「災害文化」の創造に向けた
取り組み

B037 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 仙台市防災環境都市推進室

自治体向け｜一般向け

国土強靱化の取組

B038 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 内閣官房国土強靱化推進室

企業向け｜一般向け

防災領域でのパワースーツ活用

B039 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： GBS 株式会社

企業向け｜自治体向け

つながる防災

B040 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 自治体研究会

自治体向け｜一般向け

災害への備え　いざという時に役立つ食品

B041 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 希望（のぞみ）食品株式会社

一般向け｜学生向け

災害用トイレの使い方を知ろう！
～避難所と在宅避難それぞれの備え～

B042 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般社団法人トナリノ

企業向け｜一般向け

連合災害ボランティアの軌跡～労働組合としてできること～

B044 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 日本労働組合総連合会（連合）

企業向け｜一般向け

災害時における建設業の役割り

B024 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般社団法人 日本建設業連合会

一般向け

「落雷現象を発生させない」革新的な避雷針

B026 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： サンテレホン株式会社

企業向け｜自治体向け
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九電グループの防災関連商品のご紹介

B023 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 九州電力株式会社　熊本支店

企業向け｜自治体向け

防災の "資源"と"ノウハウ"が集まる総合基地！
『 にいがた防災ステーション』 
～新潟発の産学官連携による防災課題の解決へ～

B043 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 新潟県

専門向け（学術界）｜ 企業向け

事業者の自助防災システムを地域につなぐ
共助防災ネットワーク

B025 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 特定非営利活動法人持続可能管理協会

企業向け｜自治体向け
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福祉 BCPと福祉避難所

B049 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

自治体向け｜一般向け

赤ちゃんとご家族のための減災を考えよう

B050 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 日本助産学会

自治体向け｜一般向け

命を守る防災教育

B051 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般社団法人防災教育普及協会

企業向け｜一般向け

「命をつなぐ未来を拓く」東日本大震災を伝承する
地域主体のネットワーク

B053 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 公益社団法人 3.11 メモリアルネットワーク

企業向け｜子供向け

共助が支える災害対策の新たなフレームワーク ー BOSS
システムと災害対策士認定による標準化と人材育成の革新

B054 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 東京大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター (DMTC)

企業向け｜一般向け

地域防災力のカナメ「防災士」　防災士研修講座のご紹介

B055 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 防災士研修センター

企業向け｜自治体向け

防災啓発は子どもから家庭へ。
助けられる人から助ける人へ、チェンジ‼︎

B056 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： NPO 法人防災自助普及委員会

一般向け｜子供向け

ジュニア防災検定・防災検定

B057 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般財団法人防災教育推進協会

企業向け｜自治体向け

人吉球磨被災地域防災学習プログラム

B058 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般社団法人　人吉温泉観光協会

一般向け｜学生向け

楽しく学ぶ防災シミュレーション「守れ！サイガイ防衛隊」

B060 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 東京カートグラフィック株式会社　ディレクティングマップ

企業向け｜自治体向け

備える！中日サバイバルキャンプ

B061 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 中日新聞社

企業向け｜一般向け

4 足歩行ロボットを用いた防災

B063 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 株式会社エス・ティ・ジャパン

企業向け｜自治体向け

民間主体、産官学連携で防災ビジネスを推進！
日本発の優れた防災技術をご紹介します

B065 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 一般社団法人 日本防災プラットフォーム（JBP）

企業向け｜自治体向け

ウェザーニューズの目指す安心安全なまちの実現に向けて

B066 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 株式会社ウェザーニューズ

企業向け｜自治体向け

「災害時の食」をともに考え、広げ、つなげる

B046 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 災害時の食の支援連携ネットワーク

一般向け

地域で支える避難行動要支援者
～当事者視点学習ゲームの体験と意見交換

B048 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 熊本学園大学黒木ゼミ

自治体向け｜一般向け
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災害ボランティアセンターとは

B045 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 社会福祉法人　熊本市社会福祉協議会

一般向け｜学生向け

熊助組活動紹介

B047 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 熊本大学工学部公認サークル 学生災害復旧支援団体「熊助組」

一般向け｜学生向け

災害体験、医療 VR の展示

B062 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 株式会社白獅子

専門向け（学術界）｜自治体向け

こどもまんなか ～未来を守る保育防災～
保育防災の専門家によるサポートで
保育園や幼稚園等を守ります！

B052 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 一般社団法人日本保育防災協会

企業向け｜自治体向け

WSDN24

B064 熊 2F エントランスロビー

主催団体： World Society of Disaster Nursing 2024

専門向け（学術界）｜自治体向け

「レジリエンス人材育成プログラム」の取り組み
～レジリエント社会を創るために～

B059 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 「レジリエンス人材」育成プログラム開発チーム 
　　　　　（宮城大学・東北大学・ 新潟大学・京都大学・神戸大学）

専門向け（学術界）｜ 学生向け
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「みえ まもりたい」による活動紹介

B072 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： みえ学生防災啓発サポーター

一般向け｜学生向け

「地区住民による津波防災対策計画立案のための 手引き」
の制作について

B073 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 国際津波防災学会「地区住民による津波防災対策計画立案のための 手引き」　　　
　　　　　制作分科会

自治体向け｜一般向け

つくる！なおす！まもる！地域建設業の取り組み

B074 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 一般社団法人全国建設業協会

一般向け｜子供向け

災害時・緊急時用「簡易組立ベッド」のご紹介について

B075 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 東洋コルク株式会社

自治体向け｜一般向け

産学官民連携による地域減災社会の共創

B076 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： あいち・なごや強靱化共創センター

企業向け｜自治体向け

明日の安全を守る：地域の力で進める防災
ー地区防災計画で実現する、安全な地域社会－

B077 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 一般財団法人関西情報センター

自治体向け｜一般向け

つながろう！熊本の防災士

B078 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： ＮＰＯ法人くまもと防災士会

一般向け｜学生向け

命を守ることはもとより、被災者の人権と被災地の尊厳を
守る防災を。

B079 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 一般社団法人 明日への架け橋

一般向け｜学生向け

地域メディアがつなぐ防災
―災害の教訓を地域から地域へ、さらに全国へー

B080 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： JCOM 株式会社

自治体向け｜一般向け

地域防災・学校防災

B081 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： YY 防災ネット

一般向け｜子供向け

ぼうさい探検隊マップコンクールの作品紹介と情宣
子ども向けぬりえ反射材の配布

B082 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 一般社団法人　熊本県損害保険代理業協会

一般向け｜子供向け

まちを知ることからはじめよう～地図×防災～

B083 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 株式会社ゼンリン

一般向け｜子供向け

信州大学発！ 防災減災の取り組み
-「信州の防災学」-

B084 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 信州大学 グリーン社会協創機構 地域防災減災センター

専門向け（学術界）｜一般向け

淑徳大学における防災・災害支援の取り組みと学生提案型
プログラム

B085 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 淑徳大学地域共生センター

自治体向け｜学生向け

地域と大学が取り組む 災害時避難の課題解決の取り組み

B086 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 岩手県立大学　防災復興支援センター

自治体向け｜学生向け

歴史文化と災害対策～「歴史文化資料保全の大学・共同利
用機関ネットワーク事業」の紹介～

B087 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 国立歴史民俗博物館

一般向け｜学生向け

地域とともに災害から文化財を守る
―文化財防災センターの取り組み―

B088 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 独立行政法人国立文化財機構文化財防災センター

自治体向け｜一般向け

津波防災対策を多重化してより安全な社会生活を！

B089 熊 3F ホワイエ 2

主催団体： 防波システム研究所

自治体向け｜一般向け

防災科研の取り組み

B068 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 国立研究開発法人防災科学技術研究所

自治体向け｜一般向け

地域に生きる、熊県大発！
「防災・減災」研究シーズ・取組・教育の紹介

B070 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 熊本県立大学　地域・研究連携センター

一般向け｜学生向け
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命を守る！避難のイノベーション

B067 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 株式会社構造計画研究所

企業向け｜自治体向け

熊本県立大学　緑の流域治水研究室

B069 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 熊本県立大学　緑の流域治水研究室

専門向け（学術界）｜学生向け
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「Build Back Better（よりよい復興）」に関する経験と教訓
の発信

B094 国 6F ロビー

主催団体： 国際復興支援プラットフォーム（IRP）

自治体向け｜一般向け

災害時の外国人支援 
～多言語表示、指差しボードなど外国人支援を紹介～

B095 国 6F ロビー

主催団体： 一般財団法人　自治体国際化協会

企業向け｜自治体向け

防災×こども・若者・女性・地域・グローバル！
多様な視点とアプローチで取り組む防災教育

B096 国 6F ロビー

主催団体： 特定非営利活動法人レジリエンス教育研究所×ママコミュ！ドットコム　
　　　　　×グローバルユース防災サミット実行委員会

自治体向け｜学生向け

こどもと女性目線で次のステップの地域防災へ

B097 国 6F ロビー

主催団体： 一般社団法人こども女性ネット東海

自治体向け｜一般向け

混ぜればゴミ、分ければ資源
～東日本大震災の経験を伝える「東松島方式」～

B098 国 6F ロビー

主催団体： 一般財団法人　世界防災フォーラム

自治体向け｜一般向け

能登半島地震におけるソナエル食堂プロジェクトの活動報告

B099 国 6F ロビー

主催団体： 結乃社中　ソナエル食堂プロジェクト

企業向け｜一般向け

よんなな女子部員おすすめ！全国のステキな防災冊子を集
めました♪＜ part3 ＞

B100 国 6F ロビー

主催団体： よんなな防災会女子部

自治体向け｜一般向け

よんなな防災会を通じて全国の素敵な人と繋がりませんか？

B101 国 6F ロビー

主催団体： よんなな防災会

自治体向け｜一般向け

新しい復興支援のカタチ ～災害伝承検定～ あなたの防災
力を高めることが支援につながる

Bo01 オンライン

主催団体： 一般社団法人 災害伝承普及協会

自治体向け｜一般向け

火山防災トップシティ鹿児島市
～大規模噴火に備えた火山防災対策～

Bo02 オンライン

主催団体： 鹿児島市

自治体向け｜一般向け

ゲーム感覚で防災・備災の知識を身につけよう！

Bo03 オンライン

主催団体： KENTEM（株式会社建設システム）

自治体向け｜学生向け

～過去の災害事例を振り返り事業継続力強化計画で災害に
備えよう！～

Bo04 オンライン

主催団体： 独立行政法人中小企業基盤整備機構

企業向け｜一般向け

段ボールジオラマ防災授業

Bo05 オンライン

主催団体： 一般社団法人防災ジオラマ推進ネットワーク

自治体向け｜子供向け

地域の暮らしを守る　～熊本地震への対応～

Bo06 オンライン

主催団体： イオン株式会社

自治体向け｜一般向け

災害時に外国人に伝わる「やさしい日本語」のコツを使って
みよう！

Bo07 オンライン

主催団体： やさしい日本語ラボひょうご

自治体向け｜一般向け

アジア地域の防災力向上を目指して

Bo08 オンライン

主催団体： 一般財団法人アジア防災センター

自治体向け｜一般向け

～江戸時代から学ぶ～ 環境負荷が低い食生活は災害にも
強い！

Bo09 オンライン

主催団体： Planners

一般向け｜学生向け

子どもを守るための防災～子育て家庭、子育て支援者、
園などに向けた防災啓発プログラム

Bo10 オンライン

主催団体： NPO 法人コドモト

自治体向け｜一般向け

九州の国有林における防災・減災の取り組みについて

B091 熊 3F ホワイエ1

主催団体： 林野庁 九州森林管理局

自治体向け｜一般向け

防災DXの推進に向けた官民共創の取組

B093 熊 3F ホワイエ1

主催団体： デジタル庁・防災 DX 官民共創協議会

企業向け｜自治体向け

25

住まいの耐震化を建築士がお手伝いします！

B090 熊 3F ホワイエ1

主催団体： 公益社団法人　熊本県建築士会

一般向け

全国で約30年に渡り取組んできた、
UR の災害対応支援なのであ～る

B092 熊 3F ホワイエ1

主催団体： UR 都市機構　九州支社

自治体向け｜一般向け
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～ソーシャルワークを基盤とした災害支援～

P007 熊 2F シビックホール南

主催団体： 一般社団法人熊本県社会福祉士会

自治体向け｜一般向け

水俣市自主防災組織連絡協議会の取り組み紹介

P009 熊 2F シビックホール南

主催団体： 水俣市自主防災組織連絡協議会

自治体向け｜一般向け

熊本市宅地液状化防止事業（近見地区）について

P011 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本市都市建設局都市政策部都市安全課

一般向け

阿蘇砂防事務所管内における土砂災害防災学習

P013 熊 2F シビックホール南

主催団体： 国土交通省　九州地方整備局　阿蘇砂防事務所

自治体向け｜一般向け

共創進化スマート社会（Society5.0）の実現に向けた電気
通信大学の取組

P015 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 国立大学法人電気通信大学

自治体向け｜一般向け

西予市の事前復興への取り組み～津波避難体験 VR を通じ
た地域防災力の強化～

P017 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 愛媛県西予市

自治体向け｜一般向け

災害時の地質調査業協会の活動について

P002 熊 2F シビックホール南

主催団体： 一般社団法人熊本県地質調査業協会

自治体向け｜一般向け

災害時の起こる施設対応と今後の対策
～災害に強い施設づくりを目指して～

P004 熊 2F シビックホール南

主催団体： 社会福祉法人恵寿会　老人総合福祉施設グリーンヒルみふね

自治体向け｜一般向け

公益社団法人熊本県トラック協会の災害発生時の活動

P006 熊 2F シビックホール南

主催団体： 公益社団法人熊本県トラック協会

一般向け｜学生向け

防災と地域のひろば

P010 熊 2F シビックホール南

主催団体： 熊本県生活協同組合連合会

一般向け

熊本地震！秋津は学んだ、そして未来へ

P012 熊 2F シビックホール南

主催団体： 秋津校区防災連絡会

自治体向け｜一般向け

行政相談をご活用ください～災害時の活動を中心として～

P014 熊 2F シビックホール南

主催団体： 総務省　熊本行政評価事務所

自治体向け｜一般向け

防災まちづくり事業と防災と地域防災リーダーの活動

P016 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 広島市防災士ネットワーク

自治体向け｜一般向け

災害時の認知症の人の行方不明（二次災害）をみんなで防ご
う！：本人の力、家族の力、地域の力を活かして

P018 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 認知症介護研究・研修東京センター

自治体向け｜一般向け

いのちを守る＠ バーチャル Town

Bo11 オンライン

主催団体： 一般社団法人いのちを守る at プロジェクト JAPAN

学生向け｜子供向け

話題の『防災逃げ地図士』！　魅力とメリット、大紹介

Bo12 オンライン

主催団体： 認定 NPO 法人日本都市計画家協会 逃げ地図研究会

自治体向け｜一般向け

日頃のつながりが大きな力に！～内閣府防災スペシャリスト
養成研修受講経験者グループ by よんなな防災会の取組～

Bo13 オンライン

主催団体： 内閣府防災スペシャリスト養成研修受講経験者グループ by よんなな防災会

自治体向け

キッズ防災士認定とその活動

Bo14 オンライン

主催団体： 一般社団法人ひろしま防災減災支援協会

一般向け｜学生向け

26

ポスター展示

【熊本発】要配慮者利用施設のソナエカタ

P003 熊 2F シビックホール南

主催団体： NPO 法人　高齢者住まいる研究会

企業向け｜一般向け

地方公共団体の災害対応力の強化

P001 熊 2F シビックホール南

主催団体： 消防庁

自治体向け｜一般向け

こころで備える地震学
～地震の知識とストレス軽減の関係：熊本地震における聞
き取り調査とアンケート調査による検証～

P005 熊 2F シビックホール南

主催団体： 日本学術振興会科学研究費助成事業 「事前の地学教育が震災時のストレス　　
　　　　　軽減を促す心理的プロセスの検証」研究チーム

専門向け（学術界）｜ 一般向け

災害支援ナースの支援活動紹介

P008 熊 2F シビックホール南

主催団体： 公益社団法人熊本県看護協会

専門向け（学術界）｜ 一般向け
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安心・安全なブロック塀と共助を育むまちづくり

P041 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 株式会社ユニソン / 蛇の目ブロック株式会社

自治体向け｜一般向け
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SIP サブ課題 B「リスク情報による防災行動の促進」 災害
のジブンゴト化、行動変容の促進

P036 熊 2F エントランスロビー

主催団体： SIP サブ課題 B　15 共同研究機関（代表：北海道大学）

一般向け

東京都高齢者福祉施設協議会の自然災害に備える取り組み

P037 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 東京都社会福祉協議会　東京都高齢者福祉施設協議会

自治体向け｜一般向け

SIP「スマート防災ネットワークの構築」これまでの取り組み

P035 熊 2F エントランスロビー

主催団体： SIP「スマート防災ネットワークの構築」

専門向け（学術界）｜一般向け

令和6年能登半島地震災害活動と
「いのちと健康、尊厳を守る10の提言」

P039 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 日本赤十字看護大学附属災害救護研究所

専門向け（学術界）｜一般向け

熊本地震と能登半島地震における災害リハビリテーション
支援活動の紹介

P040 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 一般社団法人 日本災害リハビリテーション支援協会

専門向け（学術界）｜一般向け

福祉ナースはなにをすべきなのか

P038 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 福祉ナースを育てる会

専門向け（学術界）｜一般向け

日本地球惑星科学連合の防災にかかわる活動紹介

P034 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 日本地球惑星科学連合

専門向け（学術界）｜自治体向け

家族を守れ！クイズでばっちり！

P032 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 生団連（国民生活産業・消費者団体連合会）

一般向け｜子供向け

地域や自分、周りの命を守るため 「住まいの耐震化」を進め
ましょう！

P030 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 日本木造住宅耐震補強事業者協同組合

企業向け｜一般向け

被災地の復旧・復興への支援

P028 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 一般社団法人 日本補償コンサルタント復興支援協会

自治体向け｜一般向け

過去の震災の教訓を活かし、
南海トラフ地震への備えを強力に進めよう

P026 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 南海トラフ地震による超広域災害への備えを強力に進める 10 県知事会議

自治体向け｜一般向け

自治体及び企業における防災力向上

P024 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 株式会社 FKG コーポレーション

企業向け｜自治体向け

BOSAI ラボの挑戦～学生が創る防災・減災の未来～

P022 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： BOSAI ラボ

学生向け

福島の現状と災害復興

P020 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 兵庫県立大学学生災害復興支援団体 LAN

一般向け｜学生向け

グループホームにおける熊本地震からの学びとネットワーク
活動

P033 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 日本認知症グループホーム協会熊本県支部

自治体向け｜一般向け

四国防災八十八話マップ

P031 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 四国防災八十八話・普及啓発研究会（徳島大学・四国クリエイト協会・　　
　　　　　エフエムびざん）

一般向け

地震保険をご存知ですか？（迅速な生活再建に向けて）

P029  2F エントランスロビー

主催団体： 日本地震再保険株式会社

専門向け（学術界）｜一般向け

NIPPON 防災資産

P025 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 内閣府・国土交通省

自治体向け｜一般向け

いわて三陸における防災学習の取組～東日本大震災津波か
らの教訓を次の世代へつなぐ～

P021 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： 三陸振興協議会

企業向け｜一般向け

マンション防災
～自助・共助から地域復興、未来のまちづくりへ～

P019 熊 2F シビックホールホワイエ

主催団体： よこはまマンション防災ネットワーク

自治体向け｜一般向け

強靭化 SRSD（Speedy Recovery System from Disaster）
の研究

P027 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 国立大学法人香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構（IECMS）

専門向け（学術界）｜自治体向け
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人道支援の規範を土台とした災害看護
～スフィアハンドブックの実践的活用と評価の試み～

P063 国 6F ロビー

主催団体： 支援の質とアカウンタビリティ向上ネットワーク（略称 JQAN ジェイカン）

自治体向け｜一般向け

AI を活用した市民目撃情報の収集と
地域防災力強化の取り組み

P043 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 株式会社 JX 通信社

企業向け｜自治体向け

オール岩手で災害に備える。3 者連携で出来たことは？

P045 熊 2F エントランスロビー

主催団体： いわて NPO 災害支援ネットワーク（INDS）

企業向け｜自治体向け

企業が多様な機関と手をつなぐことで広がる
防災・災害支援を知ろう

P047 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 浜松の企業が手をつなぐ災害支援ネットワーク　はままつ na net

企業向け

生活環境やライフスタイルに合った防災備蓄術の紹介

P049 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 合同会社　BOUSAI LIFE MAP

自治体向け｜一般向け

断水への対策と対応
―福祉施設等の事業継続のための研究発表―

P051 熊 3F ホワイエ1

主催団体： くまもと水と福祉の研究室

企業向け｜自治体向け

外国人住民のための「AEDを使った心肺蘇生法」のテキスト
－「やさしい日本語」でつなぐ命－

P057 国 6F ロビー

主催団体： 道活・甲南大学

自治体向け｜一般向け

災害時の「耐熱ポリ袋」活用術

P053 熊 3F ホワイエ1

主催団体： 岩谷マテリアル株式会社

自治体向け｜一般向け

子どもが主体的に学ぶ防災教育
―消防署・学校・企業の協同事例―

P059 国 6F ロビー

主催団体： 株式会社 野毛印刷社

企業向け｜自治体向け

災害前から知っておきたい乳幼児栄養支援
～母と子の笑顔のために～

P055 国 6F ロビー

主催団体： NPO 法人日本ラクテーションコンサルタント協会（JALC）

自治体向け｜一般向け

おとなもこどもも　なかよくなると　ぼうさい

P061 国 6F ロビー

主催団体： なるとにし てとてとて

自治体向け｜一般向け

住宅金融支援機構の防災と災害復興への取組

P042 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 独立行政法人住宅金融支援機構

自治体向け｜一般向け

広がる防災 ～子どもから大人へ、学校から地域へ～

P046 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 認定 NPO 法人かながわ 311 ネットワーク

一般向け｜子供向け

能登半島地震で開錠 5 分後にスマホを見ながら「ごろ寝」
が出来た避難所がある

P048 熊 2F エントランスロビー

主催団体： ほっと。松本　㈱ほっとプレイス 72

自治体向け｜一般向け

まんがで防災を伝える！　- 防災を身近に、分かりやすく-

P050 熊 3F ホワイエ1

主催団体： いろはな防災

自治体向け｜一般向け

絆を紡ぐ復興支援 / 能登と学生ボランティアの共創

P054 国 6F ロビー

主催団体： 能登応援サークルネットワーク

一般向け｜学生向け

女性目線で行う防災啓発

P056 国 6F ロビー

主催団体： TMBJ 高山まち協防災士女子会

一般向け

わくわく防災教育のススメ

P062 国 6F ロビー

主催団体： 一般社団法人社会応援ネットワーク

一般向け｜学生向け
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原発事故被災地域の歴史資料の保存と
自治体・住民との共有

P044 熊 2F エントランスロビー

主催団体： 人間文化研究機構広領域型基幹研究プロジェクト国文学研究資料館ユニット　　　
　　　　　「人口減少地域におけるアーカイブズと歴史文化の再構築」研究チーム

専門向け（学術界）｜自治体向け

「防災」をテーマにした技術者教育と研究活動

P052 熊 3F ホワイエ1

主催団体： 国立熊本高等専門学校

専門向け（学術界）｜一般向け

みんなで考える栃木県の防災
～応用教育プログラム開発と実践～

P060 国 6F ロビー

主催団体： 宇都宮大学地域デザインセンター地域防災部門

専門向け（学術界）｜一般向け

公立大学連携による防災・減災・復興への取り組み

P058 国 6F ロビー

主催団体： 公立大学防災研究教育センター連携会議

専門向け（学術界）｜学生向け
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熊本災害復旧（熊本地震と令和2年7月豪雨災害）と
在外国人防災活動

P065 国 6F ロビー

主催団体： 株式会社ＡＲＩＡＫＥ

企業向け｜ 自治体向け

学生と共に取り組む地域防災活動

P071 国 1F エントランス

主催団体： 千葉商科大学

自治体向け｜学生向け

災害直後の水不足に注目した地域防災活動

P073 国 1F エントランス

主催団体： 飯田短期大学　防災チーム

自治体向け｜一般向け

地域で考える防災～食物アレルギー～

P075 国 1F エントランス

主催団体： 一般社団法人 LFA Japan

自治体向け｜一般向け

災害に備える『中部ライフガード TEC』

P081 花 区分1

主催団体： 名古屋国際見本市委員会

企業向け｜自治体向け

通電火災を防ぐ！　感震ブレーカー「瞬断」

P077 花 区分1

主催団体： 株式会社エコミナミ

自治体向け｜一般向け

ICT技術を活用した川内川水防災学習プログラムの取り組み

P083 花 区分1

主催団体： 国土交通省　九州地方整備局　川内川河川事務所

学生向け｜子供向け

自治体及び企業様における防災力向上

P079 花 区分1

主催団体： 株式会社キューオキ

企業向け｜自治体向け

流せば洪水、ためれば資源～市民が取り組む小規模分散型
雨水管理で災害に強いまちをつくる

P085 花 区分1

主催団体： NPO 法人雨水市民の会

一般向け｜子供向け

生徒・児童の防災力向上を目的とした教育と啓発

P064 国 6F ロビー

主催団体： 株式会社ペガサス

自治体向け

防災教育の可能性～未来の防災・減災・伝災の担い手とと
もに考える防災～

P066 国 6F ロビー

主催団体： 宮城県多賀城高等学校

一般向け｜学生向け

野外活動で育む生きる力と災害食としての野草活用術

P069 国 6F ロビー

主催団体： Rock Tree Outdoor

自治体向け｜一般向け

主体的に学ぶ意欲を引き出すサバイバル教育

P070 国 1F エントランス

主催団体： 一般社団法人７２時間サバイバル教育協会

自治体向け｜一般向け

地元だからこそ：長期的な継続支援からの学び　

P072 国 1F エントランス

主催団体： 熊本学園大学社会福祉学部ライフ・ウェルネス学科有志
                   （くまもと復興無料塾プロジェクト）

一般向け｜学生向け

アレルギーと防災
自分たちの身を守る為の日頃からの備え

P074 国 1F エントランス

主催団体： LFA 食物アレルギーと共に生きる会　チーム九州

自治体向け｜一般向け

画期的な地震対策　感震ブレーカー /
停電しても消えない照明

P076 花 区分1

主催団体： 日本防災スキーム株式会社

企業向け｜自治体向け

防災 DX の推進 被災者の早期生活再建・自治体の業務効
率化を実現

P082 花 区分1

主催団体： 富士フイルムシステムサービス株式会社

自治体向け

電気火災の新常識

P078 花 区分1

主催団体： 河村電器産業株式会社

一般向け

次世代型緊急洪水防護システム「ボックスウォール」

P084 花 区分1

主催団体： 誠新産業株式会社　熊本営業所

企業向け｜自治体向け

災害時に車で困らない社会を目指す
「モビリティ・レジリエンス」（車の無償貸出し支援）

P086 花 区分1

主催団体： 一般社団法人日本カーシェアリング協会

企業向け｜自治体向け

29

ベテラン災害ボランティアからの提言

P068 国 6F ロビー

主催団体：復興ボランティアタスクフォース

 専門向け（学術界）｜一般向け

名古屋学芸大学生による南相馬市の魅力発見・発信、災害
からの学ぶ南相馬市でのサービスラーニング活動の報告

P067 国 6F ロビー

主催団体： 名古屋学芸大学

一般向け｜学生向け
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初期投資ゼロで公共施設に太陽光発電・LED 照明を導入！

P089 花 区分1

主催団体： 天草池田電機株式会社

企業向け｜自治体向け

こども食堂防災拠点化と能登半島地震での支援

P091 花 区分1

主催団体： 認定 NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすびえ

自治体向け｜一般向け

地域交流防災拠点の構築

P093 花 区分1

主催団体： 古川の自然を考える会

自治体向け｜一般向け

いざという時に電気のちからで「安全」・「安心」を。

P095 花 区分1

主催団体： 株式会社レイパワー

企業向け｜自治体向け

災害時の備えに“水だけ”で灯る光「水滴ライト」

P103 花 区分1

主催団体： THE BOSAI

企業向け｜自治体向け

災害初動の備蓄食の新定番

P099 花 区分1

主催団体： 株式会社フードストレージ

企業向け｜自治体向け

被災地で本当に必要とされる食事

P105 花 区分1

主催団体： ホリカフーズ株式会社

企業向け｜自治体向け

見やすい危険表示

P101 花 区分1

主催団体： シンロイヒ株式会社

企業向け｜自治体向け

災害時、自力で飲料水を確保し、自分や家族、
地域やコミュニティの人たちの命を守る

P107 花 区分1

主催団体： KG ホールディングス株式会社

自治体向け｜一般向け

SDGs 視点の防災備蓄
～災害対策は「自助」から「共助」へ～

P088 花 区分1

主催団体： ファシル株式会社

企業向け｜自治体向け

聴覚障害のある人も安心できる避難所と災害情報を

P090 花 区分1

主催団体： 株式会社プラスヴォイス

企業向け｜自治体向け

みんなで考えましょう！「あかり」による防災への取り組み

P092 花 区分1

主催団体： 一般社団法人 日本照明工業会

自治体向け｜一般向け

安心安全な微生物発電装置

P094 花 区分1

主催団体： 株式会社 Cell-En

企業向け｜自治体向け

野外活動で育む生きる力と災害食としての野草活用術

P096 花 区分1

主催団体： 一般社団法人　ピュアコンセプト協会

自治体向け｜一般向け

災害時でも、みんなが「ホッと」出来る食事をご提案！

P098 花 区分1

主催団体： ハウス食品グループ本社（株）

自治体向け｜一般向け

世界初！防災非常食！！水お湯調理一切不要！
常温で５年間保存可能な『おにぎり』紹介 

P104 花 区分1

主催団体： 株式会社　万福（ばんぷく）

企業向け｜自治体向け

台風、地震、衝突事故の被害を抑える
「防災安全合わせガラス」の紹介

P100 花 区分1

主催団体： 機能ガラス普及推進協議会

自治体向け｜一般向け

能登半島地震　災害支援で感じた被災地のトイレ問題

P106 花 区分1

主催団体： 日本セイフティー株式会社

自治体向け｜一般向け

被災地の復旧と防災に関する機器

P102 花 区分1

主催団体： 株式会社アクティオ

企業向け｜自治体向け
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知ってほしい～からだを拭けるルール～ もしもの時のトイ
レ問題～使ったことがない非常用トイレからいつでも携帯
できる非常用トイレへ～

P097 花 区分1

主催団体： エピスタコーポレーション

企業向け｜自治体向け



国際交流会館熊本城ホール 花畑広場国 花熊

災害現場で活躍する陸上自衛隊の車両

O01 花 区分1

主催団体： 陸上自衛隊第８師団

一般向け｜子供向け

赤十字は動いてる！あなたと赤十字の防災アクション！

O02-1 花 区分1

主催団体： 日本赤十字社

一般向け｜子供向け

赤十字飛行奉仕団 グラウンドチームによる活動

O03-1 花 区分1

主催団体： 赤十字飛行奉仕団

企業向け｜自治体向け

消防とぼうさい
～安心で心豊かに暮らせる地域づくりのために～

O04-1 花 区分1

主催団体： 熊本市消防局

一般向け｜子供向け

「やむをえない車中泊避難のリスクと対策」
～知っておくとよい知識と備え～

O05 花 区分1

主催団体： トヨタ自動車株式会社

自治体向け｜一般向け

能登地震支援での実際
～ NGO と企業の連携による現地活動の紹介～

O06-2 花 区分1

主催団体： 特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン

企業向け｜自治体向け

防災食としての、即席めん活用のおススメ！

O02-2 花 区分1

主催団体： 一般社団法人日本即席食品工業

一般向け｜学生向け

電気自動車（EV）の給電機能を災害時に役立てる！
～災害支援と給電方法をご紹介～

O03-2 花 区分1

主催団体： 日産自動車株式会社／熊本日産グループ

自治体向け｜一般向け

眼科医療支援車両「ビジョンバン」

O04-2 花 区分1

主催団体： 公益社団法人　日本眼科医会

自治体向け｜一般向け

災害医療用テントの中で見る、聞く、ふれる
災害時派遣医療チーム DMAT の活動とその軌跡

O06-1 花 区分1

主催団体： エアーストレッチャー株式会社

自治体向け｜一般向け

バイクと無線で行う災害ボランティア

O07-1 花 区分1

主催団体： 神奈川レスキューサポート・バイクネットワーク

自治体向け｜一般向け
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屋外展示

熊本大学病院災害派遣医療チーム（熊本大学病院 DMAT）

O07-2 花 区分1

主催団体： 熊本大学病院

専門向け（学術界）｜一般向け

バッテリを活用した防災機器　～燃料不要・コードレス～

O08-2 花 区分1

主催団体： 株式会社マキタ　熊本支店

企業向け｜自治体向け

「安全」をテーマに防災・減災対策 ( ハード×ソフト) で地
域社会 ( 防災 ) を支える

O09-2 花 区分 2

主催団体： 日本乾溜工業株式会社

企業向け｜自治体向け

楽天モバイル災害への取り組み

O08-1 花 区分1

主催団体： 楽天モバイル株式会社

自治体向け｜学生向け

熊本地震の経験を活かして

O09-1 花 区分 2

主催団体： 広安小学校区自主防災クラブ

一般向け｜子供向け

災害時における道路啓開と被災車両処理の必要性

O10-1 花 区分 2

主催団体： 株式会社タウ / エートス協同組合

自治体向け

太陽光発電だけで水洗トイレ・Wi-Fi 等が使用できるソー
ラーシステムハウス

O10-2 花 区分 2

主催団体： 株式会社　ダイワテック

自治体向け｜一般向け

新しい防災の備え＊ D ー TKB の提唱

O11-2 花 区分 2

主催団体： 防災安全協会

自治体向け｜一般向け

KDDI の災害対策への取り組み

O11-1 花 区分 2

主催団体： KDDI 株式会社

自治体向け｜一般向け

災害用トイレ（携帯・簡易トイレ・マンホールトイレ・仮設トイレ）
の実物展示　及び　 過去災害時のトイレ状況案内

O12-1 花 区分 2

主催団体： 一 般社団法人日本トイレ協会　災害・仮設トイレ研究会

自治体向け｜一般向け

トイレ減災訓練　～災害時の困り事 No.1はトイレ！～

O12-2 花 区分 2

主催団体： 一般社団法人　全国簡易トイレ普及協会

自治体向け｜一般向け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

P18

ス
テ
ー
ジ
発
表  

P34

ブ
ー
ス
展
示 

P21

ポ
ス
タ
ー
展
示  

P26

オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画  

P35

屋
外
展
示

P31 

セ
ッ
シ
ョ
ン

P12

S

W

B

P

O

ST

OR



プログラム ※各プログラムの予約の有無や予約方法、詳しい内容は WEB をご確認ください。

32

教訓が、いのちを救う
東日本大震災 3.11 伝承ロードの取り組み

O19-2 花 区分 3

主催団体： 震災伝承ネットワーク協議会（国土交通省東北地方整備局）

自治体向け｜一般向け

国土交通省における防災教育の取り組み
～マイ･ タイムラインクイズで災害に備えよう～

O20-2 花 区分 3

主催団体： 国土交通省　水管理・国土保全局　防災課

一般向け｜子供向け

日本災害伝承ミュージアム・インフォメーション

O21-2 花 区分 3

主催団体： 日本災害伝承ミュージアム・ネットワーク

専門向け（学術界）｜一般向け

炊き出しの現場から
～被災地とボランティアを繋ぐ受援力を高める～

O22-2 花 区分 3

主催団体： 相日防災株式会社

企業向け｜自治体向け

命を守る石油・石油暖房機器

O13-2 花 区分 2

主催団体： 石油連盟

一般向け

近年頻発する災害発生時の備え

O17-1 花 区分 3

主催団体： 西日本電信電話株式会社　熊本支店

一般向け｜子供向け

家族で防災さくせん会議

O23-2 花 区分 3

主催団体： 公益社団法人日本青年会議所九州地区熊本ブロック協議会

一般向け｜子供向け

車中泊避難の支援～災害で助かった命を守るために～

O14-2 花 区分 2

主催団体： Bosai Tech 株式会社

企業向け｜自治体向け

”ぼうさいのフジタ”
～総合建設会社によるハード/ ソフトぼうさいへの取り組み～

O18 花 区分 3

主催団体： 株式会社フジタ

企業向け｜自治体向け

熊本から未来へつなぐ防災減災の取組み
「防災ジャパンダプロジェクト」

O24-2 花 区分 3

主催団体： 損害保険ジャパン株式会社　熊本支店

一般向け｜子供向け

ドローン減災士になって地域を救おう！

O15-2 区分 2

主催団体： 一般社団法人ドローン減災士協会

自治体向け｜一般向け

防災カードゲーム ｢このつぎなにがおきるかな？」
を体験しよう

O20-1 花 区分 3

主催団体： 国土交通省　国土技術政策総合研究所

一般向け｜子供向け

まなぼうさい・あそぼうさい

O21-1 花 区分 3

主催団体： 東海防災学生会

一般向け｜子供向け

ふるさとを防る

O22-1 花 区分 3

主催団体： NPO 法人宮崎県防災士ネットワーク

自治体向け｜一般向け

小・中学生向けデジタル防災学習システム

O23-1 花 区分 3

主催団体： TOPPAN 株式会社　中四国事業部

企業向け｜自治体向け

レジャーだけじゃない！
災害時こそ本領発揮のキャンピングカー

O14-1 花 区分 2

主催団体： RVSP 熊本

自治体向け｜一般向け

モバイルファーマシー展示

O17-2 花 区分 3

主催団体： 公益社団法人　日本薬剤師会

専門向け（学術界）｜一般向け

平時から顔の見える交流で支援力・受援力アップ！

O24-1 花 区分 3

主催団体： 熊本県北×福岡県南近隣防災士会交流会

自治体向け｜一般向け

老いも若きもみんな一緒避難

O15-1 花 区分 2

主催団体： NPO 法人日本防災用品技術研究協会

自治体向け｜一般向け

自然現象を学び、災害へ備えよう

O19-1 花 区分 3

主催団体： 熊本地方気象台

一般向け｜子供向け

～ひとり親家庭の声に学ぶ～
災害関連死を防ぐ避難生活のヒント

O13-1 花 区分 2

主催団体： 全国石油商業組合連合会

自治体向け｜一般向け

九州地方整備局における災害対応・防災ＤＸの取り組み

O16 花 区分 3

主催団体： 国土交通省　九州地方整備局　防災室　熊本河川国道事務所　八代復興　
　　　　　事務所　福岡国道事務所

一般向け｜子供向け
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福島から発信する防災教育と復興まちづくりの取り組み

O25-2 花 区分 3

主催団体： 福島大学地域未来デザインセンター

一般向け｜子供向け

防災井戸（地下水）を水源とした次世代型水洗式マンホール
トイレシステム

O28-2 花 区分 3

主催団体： 一般社団法人全国さく井協会

企業向け｜自治体向け

21部門が連携する科学技術のチカラで防災支援・社会貢献

O26-2 花 区分 3

主催団体： 公益社団法人日本技術士会九州本部

学生向け｜子供向け

大規模災害時における迅速な電力復旧に向けて

O29-2 花 区分 4

主催団体： 九州電力送配電株式会社　熊本支社

一般向け

停電検知し、自動起動。
 安心の LP ガスハイブリッド非常用発電機。

O27-2 花 区分 3

主催団体： 株式会社エレオ

企業向け｜自治体向け

「防災の輪」プロジェクト
～みんなで防災・減災を考えよう～

O26-1 花 区分 3

主催団体： 関西大学　社会安全学部

一般向け｜子供向け

海上保安庁の災害対応

O29-1 花 区分 4

主催団体： 熊本海上保安部

一般向け｜学生向け

総務省九州総合通信局における非常災害時の移動通信機
器の貸出し( 衛星インターネット（StarLink）、衛星携帯電話等 )

O27-1 花 区分 3

主催団体： 総務省　九州総合通信局

自治体向け

リアルタイムで感じる、VR の新次元

O30-1 花 区分 4

主催団体： 有限会社アシストコム

専門向け（学術界）｜自治体向け

【来場者参加型イベント】熊本城周りのデジタル防災マップ
をみんなで作ってみよう！

O25-1 花 区分 3

主催団体： RainTech 株式会社

一般向け｜学生向け

災害に強い浄化槽システム

O28-1 花 区分 3

主催団体： 一般社団法人浄化槽システム協会

自治体向け｜一般向け

熊本地震からの復興。そして阿蘇立野ダムと南阿蘇の雄大
な自然を生かした復興・交流・新たな観光へ

O30-2 花 区分 4

主催団体： 南阿蘇村

企業向け｜一般向け

『ライフライン防災』
- 電気・ガス・水の確保に向けた取組紹介 -

O31-2 花 区分 4

主催団体： I・T・O 株式会社

企業向け｜自治体向け

災害時空撮と防災建築物の応急処置

O32-2 花 区分 4

主催団体： NPO 法人日本防災環境

企業向け｜自治体向け

電気を使わない『防災自動ドア』
災害時の停電時にも動く 荷重式自動ドア

O33-2 花 区分 4

主催団体： 株式会社オガタ装建

企業向け｜自治体向け

能登半島地震におけるソフトバンクの取組みの紹介
【Starlink ＋移動診療車の活用 他】

O34-2 花 区分 4

主催団体： ソフトバンク株式会社

企業向け｜自治体向け

九州の気象を知り、ヘラセオンで豪雨・暴風の疑似体験

O31-1 花 区分 4

主催団体： 一般財団法人　日本気象協会

企業向け｜自治体向け

避難者・救援者の睡眠環境改善！カプセル搭載型剛構造コ
ンテナ・組立式カプセルベッドのご紹介

O32-1 花 区分 4

主催団体： コトブキシーティング株式会社

企業向け｜自治体向け

「やさしい炊出し 4か条」の実践で、
食物アレルギーを考えた災害時の炊出しを！

O33-1 花 区分 4

主催団体： 一般社団法人レベルフリー

自治体向け｜一般向け

警察活動の紹介

O34-1 花 区分 4

主催団体： 熊本県警察本部

一般向け｜子供向け

曳家の技術で守る！　被災建物の修正工事とは !?

O35-1 花 区分 4

主催団体： 一般社団法人　日本曳家協会

企業向け｜一般向け

豪雨災害から思い出を守る写真洗浄体験

O35-2 花 区分 4

主催団体： あらいぐま人吉

一般向け｜学生向け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

P18

ス
テ
ー
ジ
発
表  

P34

ブ
ー
ス
展
示 

P21

ポ
ス
タ
ー
展
示  

P26

オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画  

P35

屋
外
展
示

P31 

セ
ッ
シ
ョ
ン

P12

S

W

B

P

O

ST

OR



プログラム ※各プログラムの予約の有無や予約方法、詳しい内容は WEB をご確認ください。

34

ステージ発表

防災・減災のためのインフラ構築に関する提案や事例の紹介

O36-2 花 区分 4

主催団体： 株式会社熊本無線

企業向け｜自治体向け

一人でも多くの命を救う、そして家族のもとへ

O39-2 花 区分 4

主催団体： 認定NPO 九州災害救助犬協会

一般向け

LP ガスで BCP 対策

O37-2 花 区分 4

主催団体： 岩谷産業株式会社

企業向け｜自治体向け

免震体験車 ～安心・安全を支える免震の技術～

O40-2 花 区分 4

主催団体： 株式会社ブリヂストン

企業向け｜自治体向け

いわて・東日本大震災津波からの復興の歩み

O38-2 花 区分 4

主催団体： 岩手県

一般向け

YD テント（ユカカラ暖房付避難所内テント）実演

O37-1 花 区分 4

主催団体： リボンガス株式会社

企業向け｜自治体向け

災害時に活躍する車両 特別公開！

O40-1 花 区分 4

主催団体： NHK 熊本放送局

一般向け｜子供向け

図書館で学ぶ震災・防災
～岩手県立図書館「I- ルーム」を拠点として～

O38-1 花 区分 4

主催団体： 岩手県立図書館

一般向け｜子供向け

これまでの防災教育の取り組みとその成果につきまして

ST02 国 4F 第 1会議室19土12:52 - 13:15

主催団体： NPO 法人防災 WEST

企業向け｜自治体向け

保育防災の重要性と発災後の役割について

ST04 国 4F 第 1会議室19土13:38 - 14:00

主催団体： 一般社団法人保育の寺子屋

自治体向け｜一般向け

引火性の高い第四類危険物による火災や事故から
人命・財産を守る危険物保管庫と第四類危険物の管理

ST06 国 4F 第 1会議室19土14:52 - 15:15

主催団体： 株式会社ワールドシェアセリング

企業向け｜自治体向け

能登半島地震支援を事例とした官民協働の子育て家庭支援

ST09 国 4F 第 1会議室19土16:30 - 16:52

主催団体： 認定 NPO 法人はままつ子育てネットワークぴっぴ

自治体向け｜一般向け

未来へつなぐ環境と防災の教育

ST11 国 4F 第 1会議室19土17:15 - 17:38

主催団体： 特定非営利活動法人CESA

企業向け｜自治体向け

みんなで実践‼︎こころといのちを守る縄文式健康法‼︎
（手話付き）

ST13 国 4F 第 2 会議室19土12:30 - 12:52

主催団体： 一般社団法人 80 億 RITA プロジェクト

自治体向け｜一般向け

Think Together, Think BOUSAI!

ST03 国 4F 第 1会議室19土13:15 - 13:38

主催団体： 明治学園高等学校

自治体向け｜一般向け

「万人単位の犠牲者」への備えは大丈夫？
～東日本大震災の経験を踏まえて

ST05 国 4F 第 1会議室19土14:30 - 14:52

主催団体： NPO 法人災害時警友活動支援ネットワーク

専門向け（学術界）｜自治体向け

土木女子サークル EWA の取り組み紹介
「楽しく防災を学ぼう」

ST07 国 4F 第 1会議室19土15:15 - 15:38

主催団体： 西日本工業大学　EWA

自治体向け｜子供向け

学校・家庭・地域が連携した防災教育の実践

ST10 国 4F 第 1会議室19土16:52 - 17:15

主催団体： 愛媛県四国中央市立寒川小学校

一般向け｜子供向け

待ったなし！子どもも 大人も
楽しくそなえる防災 X エンタテイメント

ST12 国 4F 第 1会議室19土17:38 - 18:00

主催団体： ご近所 de BOSAI

自治体向け｜一般向け

「ぼうさい NURIE」で世界の子どものいのちを守る
ワークショップ &トークセッション！

O36-1 花 区分 4

主催団体： オンライン防災

一般向け｜子供向け

そなえよう！みんなとペットの災害対策 in 熊本

O39-1 花 区分 4

主催団体： NPO 法人ペット防災サポート協会

自治体向け｜一般向け

官と民とをつなぐ防災展示場

ST01 国 4F 第 1会議室19土12:30 - 12:52

主催団体： 防災 Gallery Osaka

企業向け｜自治体向け
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SP（スペシャル）防災士育成プロジェクトについて

ST15 国 4F 第 2 会議室19土13:15 - 13:38

主催団体： 合志市防災士連絡協議会

自治体向け｜一般向け

一丸となって守った「ふるさと」
～被災体験から気づいたこと～

ST17 国 4F 第 2 会議室19土14:30 - 14:52

主催団体： 社会医療法人ましき会　益城病院高齢者グループホームふるさと

自治体向け｜一般向け

ユース災害ボランティア基金

ST19 国 4F 第 2 会議室19土15:15 - 15:38

主催団体： 一般社団法人 BOSAI Edulab

一般向け｜学生向け

被災地支援における人流データ活用：
令和2年熊本豪雨・令和6年能登半島地震の事例紹介

ST21 国 4F 第 2 会議室19土16:30 - 16:52

主催団体： 株式会社 Agoop

企業向け｜自治体向け

災害と向き合い、研究、行動する研究室
～東京理科大学工学部建築学科高橋研究室～

ST23 国 4F 第 2 会議室19土17:15 - 17:38

主催団体： 東京理科大学 高橋研究室

企業向け｜自治体向け

災害用トイレトレーラー

ST14 国 4F 第 2 会議室19土12:52 - 13:15

主催団体： ＪＰホームサプライ株式会社

自治体向け｜一般向け

防災 THE PRESS
～インフルエンサーが発信する防災情報～

ST16 国 4F 第 2 会議室19土13:38 - 14:00

主催団体： 防災 THE PRESS

企業向け｜自治体向け

ペットの被災対策について

ST18 国 4F 第 2 会議室19土14:52 - 15:15

主催団体： クラーク株式会社

自治体向け｜一般向け

まるごと防災の取組

ST20 国 4F 第 2 会議室19土15:38 - 16:00

主催団体： 一般社団法人まるごと防災協議会

企業向け｜自治体向け

備災の重要性 ～ 災害への備えは日常から ～

ST22 国 4F 第 2 会議室19土16:52 - 17:15

主催団体： 株式会社 YASU PROJECT

企業向け｜自治体向け

SNS から始まる×つながる防災

ST24 国 4F 第 2 会議室19土17:38 - 18:00

主催団体： グローバル共和国

自治体向け｜一般向け

島原大変肥後迷惑による津波被害
～実態把握、効果的な伝承方法の開発、科学的特性～

ST25 国 4F 第 2 会議室20 日10:30 - 10:52

主催団体： 熊本県立宇土中学校・宇土高等学校

一般向け｜学生向け

「もやいすとシニア育成」の取り組み

ST27 国 4F 第 2 会議室20 日11:15 - 11:38

主催団体： 熊本県立大学　共通教育センター

一般向け｜学生向け

自律分散型インフラソリューションによる災害対策の刷新

ST29 国 4F 第 2 会議室20 日12:00 - 12:23

主催団体： 株式会社 SAKIGAKE JAPAN

企業向け｜自治体向け

衛星マルチセンシングデータ統合技術の研究開発

ST26 国 4F 第 2 会議室20 日10:52 - 11:15

主催団体： 災害情報の広域かつ瞬時把握・共有研究開発チーム

専門向け（学術界）｜企業向け

教訓は未来の力：防災を「じぶんごと」に

ST28 国 4F 第 2 会議室20 日11:38 - 12:00

主催団体： 特定非営利活動法人難民を助ける会（AAR Japan）

一般向け

令和6年度災害廃棄物対策推進シンポジウム「創造的復興
の実現に向けた災害廃棄物対策のあり方について」

20 日10:30-14:00OR2 国 4F 第 3 会議室

出展団体オリジナル企画

ザブトン教授の防災教室

19土 20 日OR1 熊 2F シビックホール南

「地震ザブトン」というイス型の地震動体験装置を用いた体験学習型プログラム『ザ
ブトン教授の防災教室』を実演展示し、来場者に過去に起こった地震のリアルな揺
れを疑似体験いただき、備えることの重要性を啓発します。
今回、熊本大学の竹内研究室とコラボレーションし、ぼうさいこくたい向けのオリ
ジナル体験プログラムを制作。熊本各地の揺れ体験に加え、熊本地震に関する知識
や教訓について考えるきっかけを提供します。

主催団体： 全国共済農業協同組合連合会

一般向け｜学生向け

環境省が毎年開催している「災害廃棄物対策推進シンポジウム」を「ぼうさいこく
たい2024」と同時開催します。「創造的復興の実現に向けた災害廃棄物対策のあり
方について」をテーマとし、国、自治体、有識者等の多角的な視点から大規模災害
の経験を踏まえた災害廃棄物対策について講演します。本講演は対面とオンライン

（YouTube）併用で開催します。

主催団体： 環境省

自治体向け｜一般向け
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　TEAM防災ジャパンは、全国各地で活躍する多様な防災の担い手を育成・応援す
るための人材ネットワークです。
　防災の担い手に有用な情報をポータルサイト等で紹介するほか、オンラインも活
用して参加者の交流・情報交換を行っています。

TEAM 防災ジャパンとは

OR3

TBJ セッション①「個別避難計画の最前線～地域で、
保健で、福祉で、学校で～」

19土12:30 - 14:00 国 3F 国際会議室

TEAM防災ジャパン オリジナル企画 TEAM防災ジャパン オリジナル企画

個別避難計画について、防災、保健、福祉、学校など様々な立場からの取組の事例
を共有し、会場のみなさんと一緒に考え、今後の展開につなげます。特に、医療的
ケアが必要な方、障がい児者等について、ヒントとなる取組が紹介されます。さら
に、今後の個別避難計画の推進方策についても議論を行います。

主催団体：TEAM 防災ジャパン

一般向け｜専門向け（学術界）

内閣府等の委員を歴任し、南海トラフ地震等の研究で有名な福和伸夫名古屋大学
名誉教授（TEAM防災ジャパンアドバイザー）や中川和之時事通信社客員解説委員

（TEAM防災ジャパンアドバイザー）等が登壇し、能登半島地震、南海トラフ臨時情
報等の教訓も踏まえながら、耐震化・まちづくりの在り方について議論を行います。

主催団体：TEAM 防災ジャパン

一般向け｜専門向け（学術界）

○内閣府（防災担当）避難生活担当
大坪瑠美（日田市役所）
小篠史郎（熊本県庁）
田嵜美智子（武雄市役所）
田代祐貴（鹿児島市役所）
村野淳子（別府市役所）
鍵屋　一（跡見学園女子大学教授（TEAM防災ジャパン アドバイザー））

登壇者

中川和之（時事通信社客員解説委員（TEAM防災ジャパン アドバイザー））
福和伸夫（名古屋大学名誉教授（TEAM防災ジャパン アドバイザー））
石川永子（横浜市立大教授）
八木宏晃（静岡県危機管理部危機対策課）

登壇者

内閣府・TEAM 防災ジャパン連携「大交流会」

19土18:15 - 19:45 熊 ホールシビックホール北

特別開催

「ぼうさいこくたい」の出展団体等の交流のため、ぼうさいこくたいの初日10月19日（土）
の各プログラム終了後に、内閣府防災担当及びTEAM防災ジャパンが連携して、メイ
ン会場で「大交流会」を開催します。事前に御登録された団体には、ホールの壇上に
上がっていただき、順番に短時間のPRを行っていただく予定です。TEAM防災ジャパ
ンアドバイザーである鍵屋一跡見学園女子大学教授、中川和之時事通信社客員解説委
員、福和伸夫名古屋大学名誉教授をはじめ、防災の担い手の方々が多数登壇されます。

主催団体：内閣府・TEAM 防災ジャパン

一般向け

司会　中川和之 時事通信社客員解説委員（TEAM防災ジャパンアドバイザー）
18：15 開始

開会挨拶 後藤隆昭 内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携）
  福和伸夫 名古屋大学名誉教授（TEAM防災ジャパンアドバイザー）
18：25 出展団体等 PR タイム

19：40

閉会挨拶 西澤雅道 内閣府政策統括官（防災担当）付企画官（普及啓発・連携）
  鍵屋　一 跡見学園女子大学教授（TEAM防災ジャパンアドバイザー）
19：45 終了

登壇者

TBJ セッション② 「能登半島地震・南海トラフ臨時情報と
耐震化・まちづくり」

19土14:30 - 16:00 国 3F 国際会議室

TEAM防災ジャパン オリジナル企画

TBJ セッション③「大災害時の自治体間連携 ～対口支援
と女性派遣を中心に～」

19土16:30 - 18:00 国 3F 国際会議室

災害支援に携わった自治体職員が登壇し、熊本地震、令和２年７月豪雨、能登半島
地震等での支援・受援の教訓を踏まえて、大災害時の自治体間連携の在り方を考え
ます。特に、自治体の対口支援と女性派遣の観点を中心に熱く議論を行います。

主催団体：TEAM 防災ジャパン

一般向け｜自治体向け

鍵屋　一（跡見学園女子大学教授（TEAM防災ジャパンアドバイザー））
弘中秀治（宇部市役所行革推進課）
大月浩靖（いなべ市役所総務部防災課）
徳留なるみ（熊本県総務部税務課）
木原　薫（熊本市役所健康福祉局 障がい者支援部 障がい福祉課）
藤村文子（人吉市役所健康福祉部高齢者支援課）

登壇者




